
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

　
ー
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練（
東
山
小
学
校
）
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昭
和
21
年
12
月
21
日

に
発
生
し
た
南
海
地
震

は
、
一
瞬
に
し
て
旧
中

村
町
を
壊
滅
さ
せ
、
家

屋
の
焼
失
な
ど
に
よ

り
、
約
3
0
0
名
の
尊

い
命
を
奪
い
、
負
傷
者

約
1
1
0
0
名
、
被
災

者
は
6
0
0
0
名
を
超

え
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
南
海
地
震
は

約
1
0
0
〜
1
5
0
年
周
期
で
繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、次
の
南
海
地
震
が
発
生
す
る
確
率

は
30
年
以
内
に
70
％
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
市
で
は
、「
命
を
守
る
対
策
」と

し
て
津
波
か
ら
の
避
難
を
最
優
先
に
沿
岸
部

の
津
波
避
難
路
・
避
難
タ
ワ
ー
や
防
災
行
政

無
線
な
ど
の
整
備
を
始
め
、住
宅
の
耐
震
化

な
ど
、重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今

後
は
こ
れ
ら
の
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、避
難
所
生
活
に
必
要
な
食
料
や
生
活
必

需
品
を
備
え
る
な
ど「
命
を
つ
な
ぐ
対
策
」へ

軸
足
を
移
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
月
か
ら
過
去
の
南
海
地
震
の
教
訓
を
踏

ま
え
、市
民
ひ
と
り
一
人
が
地
震
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
知
り
、ど
う
備
え
る
か
を
考
え
る

契
機
に
な
れ
ば
と
考
え
、こ
の
70
年
を
機
に

あ
ら
た
め
て
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
、市
地
震
津
波
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
、都
司
元
東
大
准
教
授
の「
来
る
べ
き
南

海
地
震
津
波
に
備
え
て
」を
連
載
し
ま
す
。初

回
で
は
、日
本
列
島
周
辺
の
プ
レ
ー
ト
運
動

や
、歴
代
の
南
海
地
震
に
つ
い
て
で
す
。

来
る
べ
き
南
海
地
震
津
波
に

備
え
て

そ
の
１　

１
．
日
本
列
島
周
辺
の
プ
レ
ー
ト
運

　  

動
と
南
海
地
震

　
四
万
十
市
を
含
む
四
国
の
太
平
洋
に
面
し

た
沿
岸
地
域
は
、お
よ
そ
1
0
0
年
間
隔
で

南
海
地
震
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
巨
大
地
震
に

襲
わ
れ
て
来
た
。
四
国
の
は
る
か
南
方
海
域

か
ら
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
よ
う
に
１
年
に
約

５
ｃｍ
の
速
度
で
北
上
し
て
く
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
が
、
西
日
本
全
体
を
押
せ
る

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん

で
い
る
。
プ
レ
ー
ト
の
境
界
面
は
約
20
度
の

勾
配
で
四
国
の
地
下
深
く
へ
潜
り
込
ん
で
い

る
が
、普
段
は
こ
の
境
界
面
で
は
両
プ
レ
ー

ト
は
擦
れ
合
う
こ
と
な
く
、ひ
ず
み（
あ
る
い

は
ス
ト
レ
ス
）が
年
々
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。前

の
地
震
か
ら
約
1
0
0
年
も
経
過
す
る
と
、

こ
の
プ
レ
ー
ト
境
界
面
で
は
ひ
ず
み
が
溜
ま

り
す
ぎ
て
つ
い
に
耐
え
き
れ
な
く
な
り
、急

速
に
す
べ
り
を
起
こ
す
。
こ
れ
が
南
海
地
震

で
あ
る
。南
海
地
震
が
起
き
る
と
、必
ず
大
規

模
な
津
波
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
四
国
の
海

岸
で
の
被
害
は
、地
震
の
揺
れ
よ
り
も
津
波

に
よ
る
被
害
の
方
が
大
き
い
の
が
普
通
で
あ

る
。

■連載

昭和南海地震から70年
今、私たちにできること…

四万十市地震津波アドバイザー
都司嘉宣

昭和南海地震の被害（旧中村町）

死者
負傷者
全壊家屋
半壊家屋
焼失家屋
旧中村町は全家屋の9割が倒壊
渡川、後川堤防は30㎝～4メートル沈降
火災と家屋の倒壊による被害大

291人（津波による溺死0）
1066人
1901戸
1382戸
163戸

図1
日本列島周辺の
プレートの配置
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２
．歴
代
の
南
海
地
震
　

　
一
番
最
近
の
南
海
地
震
は
昭
和
21
年

（
1
9
4
6
）12
月
21
日
に
起
き
た「
昭
和
南
海

地
震
」で
あ
る
。地
震
の
大
き
さ（
規
模
）を
表

す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
M
）は
8
・
0
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
1
9
9
5
年
に
起
き
た
阪
神
淡

路
大
震
災（
M
7
・
3
）の
お
よ
そ
10
倍
の
規

模
で
あ
る
。2
番
目
に
古
い
南
海
地
震
は
、昭

和
南
海
地
震
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
92
年
前

の
安
政
元
年（
1
8
5
4
）
11
月
5
日
の
夕
方

5
時
頃
に
起
き
た
、安
政
南
海
地
震
で
あ
る
。

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
津
波

は
、須
崎
で
高
さ
9
m
で
あ
っ
た
。こ
の
南
海

地
震
は
規
模
が
M
8
・
4
と
推
定
さ
れ
て
お

り
、
昭
和
南
海
地
震
の
約
４
倍
の
規
模
が

あ
っ
た
。
安
政
南
海
地
震（
1
8
5
4
）の
さ

ら
に
1
4
7
年
前
の
宝
永
4
年（
1
7
0
7
）

10
月
4
日
に
は
3
番
目
に
古
い
南
海
地
震
で

あ
る
宝
永
地
震（
M
8
・
6
）が
起
き
て
い
る
。

安
政
南
海
地
震
の
さ
ら
に
２
倍
の
規
模
が

あ
っ
た
。こ
の
地
震
は
、静
岡
県
か
ら
紀
伊
半

島
東
南
方
の
海
域
で
発
生
す
る
東
海
地
震
と

連
動
し
て
起
き
た
超
巨
大
地
震
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
宝
永
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

た
津
波
は
、安
政
南
海
地
震
の
津
波
よ
り
さ

ら
に
大
き
く
、
須
崎
市
安
和（
あ
わ
）で
22
・

6
m
に
達
し
た
の
を
初
め
、各
地
で
20
m
に

迫
る
津
波
の
浸
水
高
さ
が
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
。

３
．
レ
ベ
ル
１
の
津
波
と
レ
ベ
ル
２

　  

の
津
波

　
高
知
大
学
の
岡
村
　
眞（
お
か
む
ら
　
ま

こ
と
）名
誉
教
授
に
よ
る
各
地
の
沿
岸
潟
湖

の
湖
底
堆
積
物
調
査
や
、法
政
大
学
の
前
杢

英
明
教
授
の
室
戸
岬
の
段
丘
調
査
に
よ
っ

て
、宝
永
地
震
と
同
程
度
の
超
巨
大
地
震
は
、

お
よ
そ
最
近
2
0
0
0
年
間
に
3
〜
4
回
発

生
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
お
よ

そ
5
0
0
〜
6
0
0
年
に
一
度
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。南
海
地
震
は
、こ
れ
ま
で
の

歴
史
か
ら
１
０
０
年
に
一
度
程
度
の
頻
度
で

起
こ
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
昭
和
や
安
政
の

よ
う
に
高
さ
が
10
ｍ
に
達
し
な
い
津
波
を
伴

う「
レ
ベ
ル
１（
Ｌ
１
）」と
呼
ば
れ
る
地
震
で

あ
る
。
し
か
し
、前
述
し
た
よ
う
に
、そ
の
中

で
５
０
０
〜
６
０
０
年
に
一
度
は
宝
永
地
震

の
よ
う
に
高
さ
が
20
ｍ
前
後
の
超
巨
大
津
波

を
伴
い
、約
１
万
９
千
人
も
の
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
し
た
２
０
１
１
年
の
東
日
本
震
災

の
よ
う
な「
レ
ベ
ル
２（
Ｌ
２
）」と
呼
ば
れ
る

地
震
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
最
近
の
津
波

防
災
の
基
本
的
な
考
え
は
、レ
ベ
ル
１
の
津

波
に
対
し
て
は
、「
人
の
命
も
、家
屋
な
ど
の

財
産
も
と
も
に
守
る
こ
と
を
目
標
と
せ
よ
」

と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、レ
ベ
ル
２
の
津
波

に
対
し
て
は「
人
の
命
だ
け
は
守
れ
。家
屋
な

ど
の
被
害
は
あ
き
ら
め
よ
」で
あ
る
。東
日
本

震
災
を
経
験
し
た
わ
が
国
の
津
波
対
策
の
上

で
の
重
い
教
訓
で
あ
る
。

京町3丁目北東方向（火災後）

大橋通2・3丁目
交差点西側から
東方向 

過去の南海地震の発生履歴

間隔

203年

209年

265年

137年

107年

102年

147年

92年

70年

西暦

684年

887年

1096年

1361年

1498年

1605年

1707年

1854年

1946年

2016年

地震名

白鳳地震

仁和地震

永長・康和地震

正平（康安）地震

明応地震

慶長地震

宝永地震

安政地震

昭和地震
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毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は1月1日（日）家族が揃うお正月。家族で防災の話し合いをしましょう。

【問い合わせ先】（市）地震防災課　☎（35）2044

　
11
月
４
日
、四
万
十
市
全
域
を
対
象
と
し
た
、四
万
十
市
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練（
市
民
一
斉
地
震
対
応
行
動
訓
練
）が
行
わ
れ
ま
し

た
。午
前
10
時
、市
か
ら
の
訓
練
開
始
放
送（
防
災
行
政
無
線
で
の

放
送
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
送
信
）を
合
図
に
、市
民
の
皆
さ
ん
が
そ

の
時
に
い
る
そ
の
場
所
で
、地
震
に
よ
る
揺
れ
に
対
す
る
対
応
行

動
で
あ
る「
ま
ず
ひ
く
く
　
あ
た
ま
を
ま
も
り
　
う
ご
か
な
い
」を

行
い
ま
し
た
。　

　
訓
練
に
は
、約
２
０
０
の
団
体（
学
校
・
保
育
所
・
病
院
・
施
設
・
事

業
所
等
）か
ら
約
１
万
人
が
参
加
し
、各
家
庭
で
も
多
く
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
時
に
は
、市
内
で
も
沿
岸
部
を
中
心

に
、津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、津
波
か

ら
の
避
難
訓
練
が
各
地
域
で
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、津
波
が
発
生
す
る
前
に
は
、必
ず

大
き
な
揺
れ
が「
市
内
全
域
」に
起
こ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。迅
速

に
津
波
か
ら
避
難
を
す
る
、ま
た
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
家
族
や
地

域
の
方
々
を
助
け
る
と
い
っ
た
、地
震
発
生
後
に
皆
さ
ん
が
互
い

に
そ
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、揺
れ
に
よ
っ
て
け
が
を
し
な
い
こ

と
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
も
、こ
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
継
続
し
て
い

く
予
定
で
す
の
で
、皆
さ
ん
が
い
つ
ど
こ
に
い
て
も
、揺
れ
に
対
す

る
対
応
行
動
を
迅
速
、適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

四
万
十
市
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　
地
震
等
の
災
害
に
よ
り
水
道
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、水
道
施
設
が
復
旧
す
る

ま
で
の
間
の
生
活
用
水（
ト
イ
レ
、洗
濯
等
の
日
常

生
活
に
利
用
さ
れ
る
水
で
あ
っ
て
、飲
料
水
以
外
の

水
）を
確
保
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、「
災
害
時
協

力
井
戸
」の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、市
内
に
井
戸
を
所
有
し
、災
害
時
に
周

辺
地
域
の
方
に
井
戸
水
を
提
供
い
た
だ
け
る
方
に

「
災
害
時
協
力
井
戸
」と
し
て
登
録
を
し
て
い
た
だ

き
、こ
れ
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、災
害
時
の
生

活
用
水
の
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。

■
登
録
状
況

（
平
成
28
年
11
月
１
日
現
在
。登
録
順
。敬
称
略
）

　
井
戸
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
、災
害
時
に
生
活

用
水
と
し
て
井
戸
水
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。ま
た
、地
区
や

ご
近
所
で
利
用
可
能
な
井
戸
が
あ
る
等
の
情
報
を

お
持
ち
の
方
は
、（
市
）地
震
防
災
課
ま
で
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
井
戸

　
　
市
内
に
あ
る
丸
井
戸
ま
た
は
ポ
ン
プ
井
戸（
手

　
動
も
し
く
は
電
動
・
手
動
併
用
）で
、災
害
時
に
生

災
害
時
協
力
井
戸
に
つ
い
て

災害に備えて ～防災活動の紹介等～

　
活
用
水
と
し
て
井
戸
水
を
提
供

　
い
た
だ
け
る
も
の
。

■
登
録
の
条
件

　
①
市
が
実
施
す
る
水
質
検
査

　
　
に
お
い
て
、生
活
用
水
と
し

　
　
て
の
使
用
が
可
能
で
あ
る

　
　
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

　
②
井
戸
枠
等
が
あ
り
、安
全
に
水
を
汲
み
上
げ
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
あ
る
こ
と
。

　
③
災
害
時
に
日
中
に
お
い
て
不
特
定
多
数
の
者
に

　
　
対
し
、井
戸
水
の
利
用
を
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

　
　
な
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
。

　
④
井
戸
の
所
有
者
等
お
よ
び
所
在
地
に
つ
い
て
、

　
　
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
公
表
や
、

　
　
地
区
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
等
へ
情
報
提
供
が

　
　
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
⑤
登
録
後
、「
災
害
時
協
力
井
戸
」プ
レ
ー
ト（
標
示
）

　
　
を
掲
示
す
る
こ
と
。

■
登
録
手
続
き

　
①（
市
）地
震
防
災
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
②
市
が
現
地
確
認
・
水
質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。そ

　
　
の
際
、「
四
万
十
市
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
申
出

　
　
書
」に
て
申
し
込
み
を
し
ま
す
。（※

水
質
検
査

　
　
の
費
用
は
無
料
で
す
！
）

　
③
現
地
確
認
と
水
質
検
査
の
結
果
等
を
も
と
に
登

　
　
録
の
可
否
を
決
定
し
、結
果
を
通
知
し
ま
す
。（
登

　
　
録
完
了
。）あ
わ
せ
て

　
　「
災
害
時
協
力
井
戸
」

　
　
プ
レ
ー
ト（
標
示
）を

　
　
交
付
し
ま
す
の
で
、

　
　
井
戸
付
近
に
掲
示

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
登
録
さ
れ
た
井
戸

　
　
の
情
報（
所
有
者
等

　
　
や
所
在
地
）を
公
表

　
　
し
ま
す
。

あおぎ保育所

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

所有者

氏名

竹島地区自治会

上原　準

小野　久登

勝瀨　泰彦

髙岡　茂

中平　貞行

勝瀨　泰彦

上岡　正典
佐竹　愛子
谷岡　俊彦
岡林　千恵
森本　博志
山本　美郁子
上岡　誉啻
宮﨑　加代子

登録井戸

所在地

竹島1144

楠島1382

山路1926

有岡881

生ノ川318-2

西土佐江川﨑2435

有岡2435

楠島1391

西土佐江川﨑214

中村一条通2丁目50

山路1951-1

中村本町4-16

双海710

不破422

不破1445

中村中学校
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平
成
29
年
度（
市
外
業
者
は
平
成
29
・
30

年
度
）に
四
万
十
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
・
物
品
買
入
れ
な
ど
の
競
争
入
札
へ
の
参

加
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）〜
31
日（
火
）

　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

◆
申
請
方
法

　
持
参
と
す
る
。（
市
外
業
者
は
、郵
送
も
可
。

　
た
だ
し
期
間
内
必
着
。）

◆
申
請
書
類

　（
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
原
本
以
外
Ａ
４
サ
イ

　
ズ
と
す
る
。）

　
○
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　
○
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合

　
　
評
定
値
通
知
書（
直
近
の
も
の
の
写
し
）

　
　
※
建
設
工
事
の
み

　
○
納
税
証
明
書

　
○
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書
及
び

　
　
照
会
承
諾
書

　
○
そ
の
他

　
※
四
万
十
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

　
　
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）財
政
課
　
管
財
契
約
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
0

　
水
難
救
護
法（
明
治
32
年
法
律
第
95
号
）第
30

条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、現
在
、市
で
保
管
し

て
い
る
漂
流
物
を
左
記
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

◆
入
札
日
時
　

　
平
成
29
年
1
月
27
日（
金
）11
時
か
ら

◆
入
札
場
所
　

　
四
万
十
市
役
所
本
庁
舎
３
階

　
3
0
5
会
議
室

　
※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
　
ま
す
。

◆
申
請
書
の
交
付
・
受
付
期
間

　
12
月
1
日（
木
）〜
12
月
22
日（
木
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

　
※
申
請
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。　

　
　
も
し
く
は
、市
総
務
課
行
政
管
理
係
で
配
布
。

◆
申
請
書
等
の
提
出
方
法

　
郵
送
も
可
能
で
す
が
、期
間
内
に
必
着
と
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
資
格
　

　
申
請
書
の
書
類
審
査
後
、平
成
29
年
1
月
6
日
ま
で
に
通
知
し

　
ま
す
。

　
売
却
後
物
件
を
保
管
場
所（
幡
多
中
央
環
境
セ
ン
タ
ー
四
万
十

　
市
竹
島
2
9
2
3
ー
3
）か
ら
速
や
か
に
移
動
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

　
※
入
札
に
あ
た
っ
て
は
、公
売
物
件
の
確
認
を
す
る
こ
と
を
す

　
　
す
め
ま
す
。物
件
確
認
に
あ
た
っ
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
　
さ
い
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）総
務
課
　
行
政
管
理
係
　
☎（
3
4
）1
8
0
4

種類

和船

材質

FRP

登録番号・
登録年月日等

不明

重量

不明

全長×幅×深さ

4.7×1.38×0.6ｍ

色

薄青

備考

船外機あり（作動不明）

市
有
財
産
の
売
却

漂
流
物
の
公
売

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）財
政
課
　
管
財
契
約
係
☎（
3
4
）6
1
2
0

四
万
十
市
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
受
付

◆
入
札
日
時
　
平
成
29
年
1
月
27
日（
金
）10
時
か
ら

◆
入
札
場
所
　
四
万
十
市
役
所
本
庁
舎
３
階
3
0
5
会
議
室

◆
参
加
資
格
の
有
無

　
申
請
書
等
の
審
査
後
、平
成
29
年
1
月
6
日
ま
で
に
通
知

　
し
ま
す
。

◆
申
請
書
等
の
交
付
・
受
付
期
間

　
12
月
1
日（
木
）〜
22
日（
木
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

　
※
申
請
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

　
　
も
し
く
は
、市
財
政
課
管
財
契
約
係
で
配
布
。

◆
現
地
見
学
会

　
日
時
　
12
月
12
日（
月
）10
時
　
※
現
地
集
合
・
現
地
解
散

◆
申
請
書
等
の
提
出
方
法

　
郵
送
も
可
能
で
す
が
、期
間
内
に
必
着
と
し
て
く
だ
さ
い
。

入札に付する事項（入札物件）

建物付土地【物件番号0001】
所在：四万十市大用字森山489番6
　　 ※市立大用中学校北側
地目：宅地　　地積：132.58㎡
建物：居宅　　構造：木造瓦葺平家建
床面積：41.05㎡
建築年月：昭和30年3月
最低売却価格：384,000円（税込）

※都市計画区域外「建ぺい率：指定なし」「容
　積率：指定なし」
※土地・建物・工作物・付帯設備等を一括し
　て売却します。現状での引き渡しです。
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「
市
役
所
本
庁
舎
夜
間
・

閉
庁
日
昼
間
警
備
等

業
務
受
託
者
募
集
」

　
夜
間
・
閉
庁
日
に
お
け
る
本
庁
舎
の
警
備

業
務
お
よ
び
本
庁
舎
屋
外
駐
車
場
警
備
業

務
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
受
託
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

委
託
予
定
期
間

　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
32
年
３
月
31
日（
３
カ
年
）

実
施
要
領

　
12
月
７
日（
水
）よ
り
本
庁
３
階
総
務
課

に
て
配
布
し
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
定
方
法

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
選
定
し
ま
す
。

◆
詳
細
は
実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、実
施
要
領
等
は
、
12
月
７
日（
水
）

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）総
務
課
　
行
政
管
理
係

　
　
☎（
3
4
）1
8
0
4

　 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

　http
:/
/
w
w
w
.c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp

市
全
域
で『
空
き
家
』の

実
態
調
査
を
行
い
ま
す

　
現
在
、全
国
的
に
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等
が

増
加
し
、地
域
住
民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、今
後
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、ま
ず
は
市
内
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、空
き
家
の
位
置
や
数
な
ら
び
に
各
老
朽
度
合
い
な
ど
を
調
査
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
が
委
託
し
た
調
査
員
が
各
地
区
に
出
向
き
、調
査
・
診
断
を
行

い
ま
す
。調
査
員
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
ゼ
ッ
ケ
ン
の
着
用
や
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
る
ほ
か
、基
本
的
に
外
観
目
視
に
よ
る
調
査
と
な

り
ま
す
の
で
、許
可
な
く
敷
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、空
き
家
を
把
握
す
る
た
め
、調
査
員
が
区
長
や
近
隣
に
住

む
皆
さ
ま
に
対
し
、情
報
な
ど
を
お
聞
き
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
に
と
っ
て
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
と
な
り
ま

す
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
調
査
員
】※
市
が
委
託
し
た
者

　
高
知
県
居
住
支
援
協
議
会
　
空
家
対
策
部
会

　（
調
査
員
は
市
内
の
建
築
設
計
事
務
所
や
工
務
店
な
ど
に
従
事
す

　
る
者
）

【
調
査
期
間
】12
月
上
旬
〜
２
月
下
旬（
予
定
）

【
調
査
対
象
】四
万
十
市
全
域

【
調
査
方
法
】

　
調
査
員
が
建
物
の
状
況
や
構
造
等
を
外

観
目
視
に
よ
り
調
査
を
す
る
。そ
の
際
、写

真
撮
影
な
ど
も
実
施
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）ま
ち
づ
く
り
課
　
計
画
係

　
☎（
3
4
）8
1
5
0

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
を

委
嘱
し
ま
し
た

　
11
月
2
日
に
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
委

嘱
式
を
行
い
ま
し
た
。平
成
23
年
度
か

ら
事
業
開
始
し
て
お
り
ま
す
婚
活
支

援
事
業
も
今
年
で
6
年
目
を
迎
え
、本

年
度
よ
り
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
を
委
嘱

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
は
、イ
ベ
ン
ト

当
日
の
参
加
者
フ
ォ
ロ
ー
や
イ
ベ
ン
ト

実
施
後
の
再
度
の
お
引
き
合
わ
せ
等

を
行
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。婚
活
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

井
上
惠
子
さ
ん
、岡
村
房
枝
さ
ん
、安

田
沙
知
さ
ん
の
3
名
で
す
。　
婚
活
サ

ポ
ー
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
徐
々
に
人
数

を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、こ
れ

か
ら
の
四
万
十
市
の
よ
り
よ
い
発
展
に

向
け
、市
と
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
致

団
結
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）福
祉
事
務
所
　
家
庭
福
祉
係

　
☎（
3
4
）１
８
０
１

婚活サポーター委嘱式の様子
左から1人目：安田沙知さん
　〃　2人目：岡村房枝さん
　〃　4人目：井上惠子さん

～子育て支援の環境整備に向けて～
　10月18日(火)、市役所にて本市と日本たばこ産業株式会社との間で、日本たばこ産業株式会社旧中村営
業所跡地の用地売買に係る契約を締結しました。
　取得した土地は、中村東町に位置しており、市街地の子育て支援として保育施設を建設する予定となっ
ています。建設時期や運営形態等の決定までには、今後時間をかけ検討していく必要がありますが、ニー
ズに応じた子育て支援が実現できるよう環境を整備していきます。

【問い合わせ先】（市）福祉事務所　☎（34）1780　FAX（34）1880
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防
犯
街
路
灯
を
寄
贈

　
い
た
だ
き
ま
し
た

　
10
月
26
日（
水
）、四
万
十
市
役
所
に
お

い
て
、四
国
電
力
株
式
会
社
中
村
支
店
　

大
原
支
店
長
か
ら
中
平
市
長
に
公
衆
用

街
路
灯
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は「
平
成
28
年
度
よ
ん
で
ん
グ

ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
旬
間（
10
月
20
日
〜
10

月
31
日
）」に
あ
た
り
、社
会
貢
献
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
、今
年
は
、中
村

地
域
の
６
地
区
と
西
土
佐
地
域
の
１
地

区
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
を
各
１
灯
、合
計
７

灯
を
設
置
の
う
え
、寄
贈
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
街
路
灯
は
、通

学
路
の
安
全
確
保
、地
域
住
民
の
防
犯
対

策
等
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係

　
☎（
3
5
）4
1
4
7

市
道
美
化
活
動
お
よ
び

寄
附
の
お
礼

　
秋
晴
れ
の
11
月
２
日

（
水
）、ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
四

万
十
様（
代
表
取
締
役
　

山
本
起
代
子
）と
具
同
地

区
婦
人
会
様（
代
表
者
　

川
村
ち
づ
）の
皆
さ
ん
が

市
道
中
村
環
状
線（
具
同

地
区
）の
清
掃
・
美
化
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、ホ

ン
ダ
カ
ー
ズ
四
万
十
様

か
ら「
市
道
の
美
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
寄
付
し
て

頂
い
た
花
の
苗
約
1
6
0
株
を
歩
道
の
花
壇
に
植
栽
し

た
も
の
で
、当
日
は
、同
社
社
員
の
方
々
と
い
つ
も
市
道

の
清
掃
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
具
同
地
区

婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
16
名
が
作
業
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
活
動
に
目
を
留
め
た
具
同
ト
ン
ボ
郵
便

局
か
ら
急
遽
飛
び
入
り
参
加
が
あ
る
な
ど
、活
動
の
輪

も
広
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
道
路
が
き
れ
い
に
な
っ
て
気
持

ち
が
え
い
ね
ー
。」「
も
っ
と
多
く
の
人
に
道
路
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。」な
ど
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、市
道
の
清
掃
・
美
化
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
団
体
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）ま
ち
づ
く
り
課
　
道
路
管
理
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
6

　
F
A
X（
3
4
）0
3
8
1

10
月
15
日
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン 

前
夜
祭

　
　
16
日
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン 

開
会
式
、表
彰
式

　
　
18
日
　
高
知
県
園
芸
品
販
売
拡
大
推
進
大
会（
高
知
市
）

　
　
19
日
　
四
万
十
市
長
、黒
潮
町
長
、中
村
J
C
理
事
長
三
者
鼎
談

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
蕨
岡
地
区
）

　
　
20
日
　
国
道
4
4
1
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会 

高
知
県
土
木
部
要
望
活
動（
高
知
市
）

　
　
21
日
　
主
要
地
方
道
西
土
佐
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会 

高
知
県
土
木
部
要
望
活
動（
高
知
市
）

　
　
22
日
　
福
祉
ふ
れ
あ
い
合
同
運
動
会

　
　
　
　
　
高
知
県
自
治
会
館
新
庁
舎
落
成
式（
高
知
市
）

　
　
23
日
　
市
政
懇
談
会（
下
家
地
・
中
家
地
地
区
、大
宮
・
須
崎
・
薮
ヶ
市
地
区
）　

　
　
24
日
　
農
業
農
村
の
振
興
施
策
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
高
知
市
、〜
25
日
）

　
　
25
日
　
高
知
県
私
立
幼
稚
園
P
T
A
大
会

　
　
　
　
　
四
国
地
方
治
水
大
会

　
　
26
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

芸
能
大
会

　
　
　
　
　
四
万
十
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
東
中
筋
地
区
）

　
　
28
日
　
高
知
は
た
農
業
協
同
組
合
と
の「
第
4
回
複
合
施
設
整
備
研
究
会
」

　
　
29
日
　
土
佐
清
水
ジ
ョ
ン
万
祭
り（
土
佐
清
水
市
）

　
　
30
日
　
市
政
懇
談
会（
津
野
川
・
橘
・
岩
間
・
津
賀
・
中
半
地
区
、口
屋
内
・
玖
木
・
奥
屋
内
地
区
）

　
　
31
日
　
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
中
筋
地
区
）　

11
月
１
日
　
高
知
県
戦
没
者
追
悼
式（
高
知
市
）

　
　
　
　
　
四
国
横
断
自
動
車
道
高
知
県
建
設
促
進
期
成
会
・
国
道
4
4
1
号
道
路
整
備
促
進
期
成

　
　
　
　
　
同
盟
会 

四
国
地
方
整
備
局
要
望
活
動（
高
松
市
）

　
　
２
日
　
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
委
嘱
式

　
　
３
日
　
西
土
佐
運
動
会

　
　
４
日
　
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会 

総
会
ほ
か（
福
島
県
喜
多
方
市
、〜
５
日
）

　
　
６
日
　
市
民
総
合
体
育
祭
総
合
開
会
式

　
　
　
　
　
具
同
地
区
民
大
運
動
会

　
　
　
　
　
幡
多
山
も
り
フ
ェ
ス
2
0
1
6

　
　
７
日
　「
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
・
利
用
促
進
を
考
え
る
会
」要
望
活
動（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
全
国
文
化
的
景
観
地
区
連
絡
協
議
会
金
沢
大
会（
石
川
県
金
沢
市
、〜
８
日
）

　
　
９
日
　
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会「
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大

　
　
　
　
　
会
」（
東
京
都
、〜
12
日
）

　
　
10
日
　
全
道
協
高
知
県
地
方
協
議
会
・
高
知
県
道
路
利
用
者
会
議 

合
同
要
望
活
動

　
　
　
　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

企
業
訪
問 

ほ
か

　
　
11
日
　
第
1
回 

A
N
A
総
合
研
究
所 

地
域
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
13
日
　
横
瀬
川
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
起
工
式

　
　
14
日
　
12
月
補
正
予
算
市
長
査
定

10
月
15
日
〜
11
月
14
日

市
長
日
誌
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幡
多
圏
域
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
素
案
）

へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
、都
市
計
画
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、

お
お
む
ね
20
年
後
の
都
市
の
姿
を
展
望
し
た
う
え
で
、広
域
的

な
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
方
針
を
示

し
た
、都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、幡
多
圏
域（
黒
潮
町
、四
万
十
市
、土
佐
清
水
市
、

宿
毛
市
）に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
高
知
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.k
o
c
h
i.lg
.jp
/
so
sh
ik
i/
1
7
1
7
0
1
/

■
募
集
期
間
　
12
月
16
日（
金
）〜
平
成
29
年
１
月
20
日（
金
）

■
応
募
方
法
　
メ
ー
ル
、F
A
X
、郵
送（
消
印
有
効
）

幡
多
圏
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
素
案
）説
明
会

■
日
時
　
12
月
14
日（
水
）19
時

■
場
所
　
四
万
十
市
防
災
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】高
知
県
庁
６
階
　
都
市
計
画
課

　
〒
7
8
0
ー
8
5
7
0
　

　
高
知
市
丸
ノ
内
１
丁
目
2
ー
2
0

　
☎
0
8
8（
8
2
3
）9
8
4
6

　
F
A
X 

0
8
8（
8
2
3
）9
3
4
9

　E
-m
a
il

　1
7
1
7
0
1
@
k
e
n
.p
re
f.k
o
c
h
i.lg
.jp

2500人の人出で賑わう!! 第5回うまいもの商店街開催2500人の人出で賑わう!! 第5回うまいもの商店街開催2500人の人出で賑わう!! 第5回うまいもの商店街開催
　11月13日（日）、晴天のもと、第5回うまいもの
商店街が開催されました。このうまいもの商店
街は西土佐江川﨑の奈路商店街で行われている
もので、今回は奈路商店街と道の駅「よって西土
佐」を会場に開催され、38店舗が出店しました。
　今回は、±41℃の交流を行っている道の駅「あ
さひかわ」からも3名が来市し出店いただき、北
海道の味覚の販売を行いました。
　また、「よって西土佐」および四万十市のサテ
ライトショップである「よって西土佐まつやま」
が企画した【四万十ツアー】もうまいもの商店街
にあわせて実施され、7名の方々が訪れました。
参加者は「おいしいものがいっぱいでとても楽
しい。最後の餅投げも興奮しました。松山に帰っ
たら西土佐のいいところをお友達にＰＲした
い」とうれしい言葉をいただきました。

　11月13日（日）、晴天のもと、第5回うまいもの
商店街が開催されました。このうまいもの商店
街は西土佐江川﨑の奈路商店街で行われている
もので、今回は奈路商店街と道の駅「よって西土
佐」を会場に開催され、38店舗が出店しました。
　今回は、±41℃の交流を行っている道の駅「あ
さひかわ」からも3名が来市し出店いただき、北
海道の味覚の販売を行いました。
　また、「よって西土佐」および四万十市のサテ
ライトショップである「よって西土佐まつやま」
が企画した【四万十ツアー】もうまいもの商店街
にあわせて実施され、7名の方々が訪れました。
参加者は「おいしいものがいっぱいでとても楽
しい。最後の餅投げも興奮しました。松山に帰っ
たら西土佐のいいところをお友達にＰＲした
い」とうれしい言葉をいただきました。

　
第
14
回
高
知
県
木
の
文
化
賞
に
道
の
駅「
よ
っ
て
西

土
佐
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。
11
月
11
日
に
は
高
知
県
庁

に
お
い
て
、授
賞
式
が
行
わ
れ
、林
駅
長
、設
計
を
担
当

し
た
㈱
寒
川
建
築
研
究
所
・
寒
川
洋
次
氏
、施
工
を
担

当
し
た
山
沖
・
益
岡
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
代

表
で
あ
る
㈱
山
沖
建
設
・
山
沖
修
代
表
取
締
役
、市
の

担
当
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
高
知
県
木
の
文
化
賞
は「
木
造
建
築
物
及
び
木
造
建

造
物
の
部
」「
木
の
文
化
の
ま
ち
並
み
及
び
生
活
の
あ

る
風
景
の
部
」「
木
の
文
化
を
実
践
し
て
い
る
人
た
ち

の
部
」の
３
部
門
に
分
か
れ
、道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」

は
木
造
建
築
物
及
び
木
造
建
造
物
の
部
で
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
審
査
員
か
ら
は「
２
階
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
」「
も
み
の
木

の
使
い
方
も
、２
階
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
も
、地

域
の
憩
い
の
場
と
し
て
楽
し
み
で
あ
る
」「
人
が
行
き
や

す
い
工
夫
が
よ
か
っ
た
」「
西
土
佐
と
し
て
意
味
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
」な
ど
た
く
さ
ん
の
う
れ
し
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
林
駅
長
は「
地
域

の
憩
い
の
場
と
し

て
評
価
さ
れ
た
の

が
と
て
も
う
れ
し

い
。木
の
ぬ
く
も
り

が
と
て
も
気
持
ち

い
い
の
で
、ゆ
っ
く

り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

高
知
県
木
の
文
化
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」マスコミの取材に応じる林駅長
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※うっかり納付を忘れて督促を受けたりしないためにも、口座振替制度をご利用ください。

【問い合わせ先】（市）収納対策課　収納第1係　☎（35）5552

滞納!!
市税等を滞納したまま放置している場合は財産（給与、預金、生命保険、
不動産、自動車、電化製品、貴金属など）を差し押さえます。

　皆さまから納めていただいた税や料金等は、四万十市総合計画の基本構想で定めた将来の都市像であ
る、「人が輝き、夢が生まれる悠久と躍動のまち四万十市」を実現するための経費の財源として使われて
います。
　納期限までに納めない、『滞納』を放置しておくことは、納期限内に納付していただいている多くの皆
さまとの公平性を欠くこととなります。

■市税や料金等は行政サービスの財源の根幹

　災害、病気、失業、事業の廃止や著しい損失など、納付が困難な特別の事情がある場合、または、どうし
ても納付が困難な場合は、早急に収納対策課にご相談ください。

■困ったときは

■本年度の取り組み

　滞納額が多くなると財源の確保が困難となり、住み
よいまちづくりのための必要な施策ができなくなりま
す。つまりは市民サービスに支障をきたしかねません。
　このため市では、財源の確保と負担の公平性を維持
するために、資力があるにもかかわらず督促・催告後に
おいても納付のない滞納者に対して、滞納処分等を行
います。

市税等：市県民税・固定資産税・軽自動車税・法人市民税・国民健康保険税・
　　  　後期高齢者医療保険料・介護保険料・保育料については・・・

本年度から捜索および動産差し押さえを行います。
捜索により差し押さえした動産を、公売会の開催やインターネット公売
（Yahoo！官公庁オークション）を活用し、売却します。

その他徴収金：学校給食費については・・・・

催告書の送付および電話による催告等を行います。なお、悪質な案件に対して
は、強制執行等の法的措置の手続きを行うことがあります。

市税等の滞納整理を強化しています

督促状発送

文書催告

預金・保険等調査

差押

換価・充当

20,025通

約5,000通

1,433件

644件

約1,390万円

平成27年度市税・国保税滞納処分等実施状況

※租税債権管理機構実施分は除く

鮎つかみ取り体験鮎つかみ取り体験鮎つかみ取り体験
　10月21日（金）四万十川入田河川敷にて、中村幼

稚園の園児を対象に「鮎のつかみ取り体験」が実施

されました。

　この事業は四万十川中央漁業協同組合が主催と

なり、園児に川への興味と川魚に親しんでもらお

うと行われたものです。当日は30㎏の鮎が用意さ

れ、参加した園児たちは普段は触る事の無い生き

たアユに苦労しながらも上手に捕まえていまし

た。

　四万十川という財産・魅力を子どもたちに知っ

てもらい四万十川流域の保全につなげるため、今

後もこの取り組みは続けられる予定です。
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「水辺の楽校」ってなに？
　水辺の楽校は、“四万十の日実行委員会”が毎年行っている環境学習事業のひとつです。

　今年度は、市内小学校13校の中学年の児童のみなさんが、身近な自然とのふれあいを通

しながら、全ての生き物に役割があることや自然を守る大切さについて学ぶことができる

ようなメニューを体験しました。

　水生生物の採集については、安全性や生物の生息状況を考慮した上で、出来るだけ各校

区に近い川辺を選択し実施しました。また、天候や増水の影響のため実施予定場所での実

施が出来なかった回にも、トンボ王国内の公園や展示施設をフル活用し、盛りだくさんの

体験メニューを行いました。

四万十の日
実行委員会

｢清流くん｣

水辺の楽校(小学生の環境学習)
― 四万十の日委員会の活動 ―

みずべ　　 がっこう

参加小学校

大用小(3･4年生)

中筋小(3年生)・東中筋小(4年生)

中村小(3年生)

利岡小(3･4年生)・川登小(3年生)

蕨岡小(3･4年生)

中村南小(4年生)

具同小(4年生)

竹島小・下田小・八束小(3･4年生)

東山小(4年生)

実施場所

蕨谷川

トンボ王国

津蔵渕川・トンボ王国

口鴨川・トンボ王国

内川川・トンボ王国

津蔵渕川・トンボ王国

森沢川・トンボ王国

津蔵渕川・四万十川本流

内川川・トンボ王国

実施日

H28.５.13

H28.５.16

H28.５.24

H28.６.14

H28.７.５

H28.７.７

H28.７.12

H28.10.７

H28.10.27

川登小　福田民枝さん

八束小　宮谷幸那さん

竹島小　宮﨑結芽さん
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活動の様子
　講師は四万十の日実行委員会会員の｢トンボと自然を考える会｣職員が務めました。

今年も5月～10月にかけて市内小学校3・4年生を対象
とした環境学習「水辺の楽校」が全9回実施されました！
今年度の活動の様子をご紹介します。

マイバッグの利用が清流保全活動につながっています ！
　四万十市では、誰でも出来る環境保全活動の第一歩として、マイバッグを利用し

レジ袋の使用を控える｢マイバッグ運動｣を推進しています。

　この取組みにより削減された費用の一部は、事業者から四万十川清流保全基金

へ毎年ご寄付いただいており、｢水辺の楽校｣をはじめとした清流保全に関する事

業に活用されています。市民のみなさんのマイバッグ利用が四万十川をまもる活

動につながっています。

問い合わせ先
(市)環境生活課　四万十川環境係(四万十の日実行委員会事務局)　☎(34)6126

四万十市
エコキャラクター｢メイ｣

11

平
成
28
年
12
月
号



第6回西土佐運動会
　11月3日（木）晴天のもと西土佐地区運動場において「第6回西土佐運動会」が開催されました。2年に1

度開催されるこの運動会は、西土佐村時代の昭和33年から行われています。12の分館が夜間の練習な

どを経て、地域の威信をかけて競いました。今回は中村地域から具同地区が地域間交流の一環として参

加してくれました。西土佐地域外からも大勢の方が訪れ、競技や応援に熱気あふれる一日となりました。

★輪回し
　自転車のリムを運転棒一本で
　操りリレー。

竹1本で操ります。

★めざせ！ホールインワン
　5ｍ先のゲートを目指します。

入るかな。

★マスト登り
　高さ4ｍの
　先に小旗をリレー。

あと少し、4ｍって割と高い。

★竹馬の友
　竹馬でリレー。

昔取った・・・

★名水ごっくん、大切に
　一升瓶2本を満水に。最後の1杯で
　盛り上がります。

おしい！　もう一杯。

★仮装大会
　9分館が参戦。優勝は、
　口屋内分館でした。

口屋内分館　「もののけ うようよ」

★お－縄跳び
　分館テント前で跳びます。テントからも
　かけ声がかかります。

いま何回？

★国産材時代到来
　杉丸太の早切りリレー。力だけでは・・・。

もう少し、がんばれ！

★分館対抗リレー
　年代別5人でリレー。運動会最後の種目で一番の盛り上がりを見せます。

（男）第一コーナーでの激走

★表彰式
　優勝おめでとうございます！

（女）美しき女の戦い

本村分館2連覇。

ざいます！
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Ｊ
Ａ
高
知
は
た
西
土
佐
支
所

米
な
す
部
会
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

第
20
回 

三
ツ
又
ぎ
ん
な
ん
祭
り

先
輩
の
話
か
ら
学
ぼ
う

　－

岡
睦
雄
さ
ん
講
演
会－

　
平
成
29
園
芸
年
度
高
知
県
園
芸
品
販
売
拡
大

推
進
大
会（
高
知
県
・
高
知
県
園
芸
農
業
協
同
組

合
連
合
会
主
催
）が
10
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、Ｊ

Ａ
西
土
佐
支
所
米
な
す
部
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
　
Ｊ
Ａ
西
土
佐
支
所
米
な
す
部
会
で
は
、部
会

役
員
が
中
心
と
な
り
、圃
場
に
お
い
て
生
産
者

へ
の
栽
培
技
術
指
導
や
研
修
会
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、米
な
す
の
品
質
向
上
お
よ
び
出

荷
量
の
安
定
化
、栽
培
経
験
の
少
な
い
生
産
者

の
早
期
技
術
習
得
な
ど
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
部
会
活
動
を
通
じ
て
、西
土
佐
地
域
が

米
な
す
産
地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
Ｊ
Ａ
高

知
は
た
西
土
佐

支
所
米
な
す
部

会
の
取
り
組
み

に
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

　
10
月
12
日(

水)

後
川
中
学
校
に
て
、同
校
卒
で

現
在
高
知
工
科
大
学
理
学
部
客
員
教
授
で
あ
る

岡
睦
雄
氏
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ

の
講
演
会
は
同
校
の
卒
業
生
が
、生
徒
た
ち
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、今
回
が
初
め
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
数
学
者
で
あ
る
岡
氏
は「
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、

何
事
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
事
。数
学
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
答
え
を

導
き
出
せ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。」と
話
し
、

生
徒
た
ち
の
今
後
の
人
生
に
お
け
る
貴
重
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
時
折
メ
モ
を
と
る
な
ど
、終
始
真

剣
な
様
子
で
講
演
を
聴
き
、先
輩
の
話
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
様
子
で
し
た
。

　
10
月
30
日（
日
）、今
年
で
20
回
目
と
な
る
三
ツ
又
ぎ
ん
な
ん
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
り
、会
場
と
な
っ

た
三
ツ
又
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
物
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
、地
元
で
採
れ
た
ぎ
ん
な
ん
や
し
い
た
け
、ゆ

ず
の
加
工
品
な
ど
の
販
売
と
あ
わ
せ
て
炒
り
た
て
の
ぎ
ん
な
ん
の
試

食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。来
場
者
は
香
ば
し
い
ぎ
ん
な
ん
に
舌
鼓
を
打
っ

た
後「
あ
め
ご
釣
り
」、「
三
ツ
又
工
房
」と
、今
年
か
ら
新
た
に
追
加
さ

れ
た
三
ツ
又
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る「
歴
史
探
索
」の
３
つ
の
体
験

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
三
ツ
又
の
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、午
後
か
ら
は
、恒
例
と
な
る「
ぎ
ん

な
ん
と
ば
し
大
会
」が
開
催
さ
れ
、口
に
含
ん

だ
ぎ
ん
な
ん
を
ど
れ
だ
け
遠
く
に
飛
ば
せ
る

か
を
、男
性
、女
性
、子
ど
も
の
3
部
で
競
い

合
い
ま
し
た
。
中
に
は
10
ｍ
を
超
え
る
記
録

も
あ
り
、各
部
の
1
〜
3
位
に
は
景
品
の
ぎ

ん
な
ん
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
の
終
わ
り
に
は
、子
ど
も
た
ち
に
よ

る「
ア
メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
」が
行
わ
れ
、初

め
の
う
ち
は
素
早
く
逃
げ
る
ア
メ
ゴ
と
そ
の

感
触
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、徐
々
に
コ

ツ
を
つ
か
み
、び
し
ょ
び
し
ょ
に
ぬ
れ
な
が

ら
も
楽
し
そ
う
に
ア
メ
ゴ
を
捕
ま
え
て
い
ま

し
た
。

　
地
域
交
流
の
取
り
組
み
と
し
て
始
ま
っ
た

こ
の
お
祭
り
も
、今
で
は
地
区
内
外
の
人
が

集
ま
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、地
元
に

活
力
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。最
後
は
、三
ツ

又
地
区
の
林
秀
生
さ
ん
の「
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
特
色
で
あ
る
こ
の
お
祭
り
を
継
続
し
て

い
き
、中
山
間
地
と
都
市
部
の
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
」と
い
う
強
い
思
い
が
こ
め
ら

れ
た
あ
い
さ
つ
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

べ
い

ほ
じ
ょ
う
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　市では、平成20年3月に策定した「四万十市立小・中学校再編計画（第1次）」に掲げる将来的な再編目標に向け
取り組んでいるところです。
　しかしながら、計画策定後8年が経過し、この間、児童生徒数は減少を続け、今後も中山間地域を中心に学校の
小規模化が一層進行していくものと予測されています。
　このようなことから、市教育委員会では、将来に向かって、より良い教育環境を整備するため新しい再編計画
を策定することとし、四万十市の小中学校におけるこれからの再編のあり方、考慮すべき事項、具体的な方策な
どを総合的にご審議いただくための組織として、平成28年7月に「四万十市立小中学校再編検討委員会」を立ち
上げ、教育長からの諮問に基づき、望ましい教育環境等について検討を行っています。

　9月29日（木）、市役所6階第1・第2委員会室で第2回目の会議を開催しました。
　当日は、14名の委員が出席。冒頭で会長から『「子どもの未来を第一義に」ということを念頭に置き、そのため
に大事な選択は何かということを踏まえて、意見交換していただきたい。』とのあいさつがありました。そして、
議事では、主に「学校再編の必要性」「再編検討にあたって考慮すべき事項」「四万十市の望ましい教育環境」「今
後の進め方」などについて話し合いが行われました。

〔主な質問と回答〕
・「現状と課題」「考慮すべき事項」など8年前（現在の計画策定時）と特に変わった点はあるか。
　⇒学習指導要領の改訂に伴う新たな課題や部活動の問題などを重点課題として取り上げている。
・学級数・通学距離について、法令等による国の基準を満たさなくてもよいか。
　⇒地理的条件など四万十市の実情を考慮し、本市の望ましい学校規模を検討していただくことでよい。

〔主な意見〕
・基本的な考え方（「再編の必要性」「考慮すべき事項」等）については、会議資料のとおりでよいと思う。
・具体的な再編計画、再編実施時期など「たたき台」があれば議論が進むと思う。
・中村と西土佐の学校が統合するのは課題があると思う。
・統合する学校同士が事前に交流を行うことで、地域の合意も得られスムーズに統合できた事例がある。
・地域で子ども同士が遊ぶことができる距離というものも考慮する必要がある。
・小中学校9年間の間に2回の統合を経験すると子どもの負担は大きくなるので考慮が必要。
・複式学級は、学年をこえたつながりなど生活面ではメリットもあるが、先生の負担は大きく、子どもたちも落
　ち着いて勉強できないなどの心配がある。

【確認事項】
◎児童生徒数の将来推計、小規模校の課題の顕在化などから学校再編は必要である。
◎「基本的な考え方」については会議資料記載のとおりとするが、今後、具体的な再編計画を検討していく中で、
　必要があればその都度修正等を行う。
◎次回（第3回）の会議では、事務局の「たたき台」を基に、具体的な再編計画について審議する。

※会議資料等詳しくは市ホームページ（http://www.city.shimanto.lg.jp/kyouiku/school/saihen.html）をご覧ください。

【問い合わせ先】（市）教育委員会 学校教育課　☎（34）1136

■9月29日（木）　第2回検討委員会開催

四万十市立小中学校再編検討委員会

―望ましい教育環境の整備に向けて―

〔四万十市立小中学校再編検討委員会 委員名簿〕 ※敬称略

氏名

藏内章夫（会長）

山下元一郎（副会長）

庄﨑郁信

土森正一

黒川広美

宮﨑久

上岡敬

加用武士

所属団体等

元教育委員

(一社)中村青年会議所 理事長

市小中学校PTA連合会 会長

市小中学校PTA連合会 副会長

市小中学校PTA連合会 副会長

市小中学校PTA連合会 

市小中学校PTA連合会 

市保育所PTA連合会 会長

氏名

浜田隆文

大﨑朗

刈谷隆子

岡島喜三

宮下貞子

松本治彦

網師本卓己

所属団体等

市区長会 会長

市区長会 副会長

中村地区主任児童委員代表

元教育委員

元学校長

中央区小学校長会 会長

中央区中学校長会 会長
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市教委だより
四万十市一校一役『オール　四万十』実践交流発表会

　既に「広報しまんと 7月号」にてお知らせのとおり、平成28年度四万十市一校一役『オール　四万十』実践交
流発表会を下記の内容で開催します。四万十市25校すべての小中学校が、校長先生のリーダーシップによる授
業の工夫や課題の改善に向けた取組を平成26年度より行っています。保護者・地域の方々にもご案内いたしま
す。一部の参加でもかまいませんので、どうぞお気軽にお越しください。

■日　時：平成29年1月13日（金）　14時～16時50分
■場　所：市立中村小学校（中村新町3-20）
　　　　　※駐車については、中村小学校および中村中学校の校庭にお願いします。
■日　程

■実践交流（教室別発表校一覧）

実践交流①
14:15～15:00
実践交流②
15:10～15:55

実践交流③
16:05～16:50

Ａ

大用中

中村中

下田小
竹島小
下田中

Ｄ

川登小

大用小

利岡小
後川中

Ｂ

西土佐小

中村南小

東中筋中

C

西土佐中

蕨岡中

東中筋小

F

大川筋中

中筋中

具同小

G
八束小
八束中

中筋小

中村西中

E

蕨岡小

東山小

中村小

＊児童生徒は参加しません。教職員が参加します。

開会放送 実践交流① 実践交流② 実践交流③受付 移動移動 閉会放送
13：30 14：00 14：15 15：00　15：10 15：55　16：05 16：50

学校の取組の様子をちらっと見に来てください

【問い合わせ先】(本庁)保健介護課  0(34)1115・（34）1823　(総合支所)保健課　0(52)1132

121年に1度は健診を

特定健診 注/前立腺がん検診（未受診者）
胃がん検診（未受診者）
乳幼児相談・ママタッチ教室
乳幼児相談・離乳食相談・歯科相談
出張健康相談
マム＆チルドレン
3歳7か月児健診
大腸がん検診(容器回収）
1歳9か月児健診
定例健康相談
乳児健診

献血

ぴよっこクラブ（親子の集い）

献血

子宮頸がん検診（未受診者）
乳がん検診（事前に申込を行い未受診の者）

健康管理センター
旧急患センター

健康管理センター

JA高知はた農協西土佐支所
具同体育センター
健康管理センター
四万十市役所本庁舎玄関
健康管理センター
道の駅よって西土佐2階
健康管理センター
サニーマート四万十店
四国電力㈱中村支店北側駐車場
中村警察署
西土佐保健センター
フジグラン四万十
幡多土木事務所
国土交通省中村河川国道事務所
竹本病院

文化センター大会議室

中村地域

8：30～11：00、13：30～15：30
8：00～9：30
9：30～11：00
13：15～14：30
9：00～11：00
10：00～11：30
12：50～13：30
～9：00

12：50～13：30
9：00～11：00
12：50～13：30
11：30～17：00
9：00～12：00
14：00～16：00
9：30～11：30
11：30～17：00
9：00～10：00
11：00～12：00
14：00～16：00
9：30～11：30、13：30～15：30
9：30～11：30、13：30～16：30

11日（日）

13日（火）

14日（水）

15日（木）
16日（金）
19日（月）

21日（水）

22日（木）

5日（木）

6日（金）

10日（火）

時間

12月

1月

事業名月日 場所該当地区

注）特定健診（生活習慣病健診）は、30歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人および、40
　 歳以上の協会けんぽ等に加入している被扶養者の人が対象です。

※12月10日までの計画については、広報しまんと11月号に掲載しています。
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高
知
県
歯
科
医
師
会
在
宅
歯
科
連

携
室
で
は
、障
害
や
要
介
護
状
態
な

ど
の
理
由
で
歯
科
医
院
に
通
院
で
き

な
い
方
々
が
い
つ
ま
で
も
口
か
ら
食

べ
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、在
宅
で
歯

科
診
療
が
受
け
ら
れ
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
・
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、必
要

に
応
じ
て
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
訪
問

を
行
い
、訪
問
歯
科
医
と
相
談
の
う

え
訪
問
歯
科
診
療
を
開
始
し
ま
す
。

　
歯
肉
が
腫
れ
る
、歯
が
抜
け
た
ま

ま
で
あ
る
、入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、入

れ
歯
を
作
り
た
い
、む
せ
る
・
食
べ
こ

ぼ
し
が
あ
る
な
ど
の
お
悩
み
が
あ
れ

ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　
平
日
９
時
〜
17
時

　※

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。

　
　
電
話
で
の
相
談
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
歯
科
医
師
会
　
在
宅
歯
科

　
連
携
室

　
高
知
市
丸
ノ
内
１
丁
目
７
番
45
号

　
総
合
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8（
8
7
5
）8
0
2
0

　
高
知
県
歯
科
医
師
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在
宅
歯
科
連

携
室
で
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害
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要
介
護
状
態
な
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の
理
由
で
歯
科
医
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に
通
院
で
き

な
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方
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れ
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で
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れ
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
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。
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せ
る
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食
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こ

ぼ
し
が
あ
る
な
ど
の
お
悩
み
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あ
れ

ば
お
気
軽
に
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相
談
く
だ
さ
い
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○
受
付
時
間

　
平
日
９
時
〜
17
時

　※

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。

　
　
電
話
で
の
相
談
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
歯
科
医
師
会
　
在
宅
歯
科

　
連
携
室

　
高
知
市
丸
ノ
内
１
丁
目
７
番
45
号

　
総
合
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8（
8
7
5
）8
0
2
0

　
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

は
、若
い
こ
ろ
か
ら
の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。平
成
27
年
度
に
市

の
歯
科
口
腔
検
診
事
業
を
受
け
た
方
の
う
ち
約
９
割
の
方
が

歯
の
状
態
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
な
い
の
で
す
が
、そ
の
内
の

８
割
の
方
が
要
精
査
と
い
う
非
常
に
残
念
な
結
果
で
歯
周
病

や
虫
歯
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
医
者
は
虫
歯
に
な
っ
て
か
ら
通
う
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。定
期
的
に
歯
や
歯
ぐ
き
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、歯
周
病
や
虫
歯
を
予
防
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
本
年
度
対
象
と
な
る
方
で
過
去
１
年
間
に
歯
科
医
院
を
受

診
し
て
い
な
い
方
は
、自
分
は
大
丈
夫
と
自
己
判
断
せ
ず
に
、

早
め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

　
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
で
30
歳
、
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、70

歳
に
達
す
る
方
の
う
ち
、過
去
１
年
間
に
歯
科
医
院
を
受
診
し

て
い
な
い
方

※

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
達
す
る
方
に
は
個
人
通
知
を
し
て
い

　
ま
す
が
、申
請
書
や
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
左
記
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
検
診
期
間
　
12
月
31
日
ま
で（
歯
科
医
院
の
休
診
日
を
除
く
）

○
自
己
負
担

　
５
０
０
円（
検
診
費
用
５
千
円
の
う
ち
４
５
０
０
円
を
市
が

　
助
成
）

○
検
診
内
容
　
口
腔
内
診
査
、歯
周
病
検
査
、歯
周
病
唾
液
検
査

※

受
診
券
を
す
で
に
お
持
ち
の
方
は
、歯
科
医
院
に
予
約
し
て

　
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
地
域
保
健
係
　
☎（
3
4
）1
8
2
3

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
☎（
5
2
）1
1
3
2
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齢
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に
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る
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に
は
個
人
通
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を
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て
い

　
ま
す
が
、申
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書
や
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
左
記
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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○
検
診
期
間
　
12
月
31
日
ま
で（
歯
科
医
院
の
休
診
日
を
除
く
）

○
自
己
負
担

　
５
０
０
円（
検
診
費
用
５
千
円
の
う
ち
４
５
０
０
円
を
市
が

　
助
成
）

○
検
診
内
容
　
口
腔
内
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査
、歯
周
病
検
査
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唾
液
検
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※

受
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券
を
す
で
に
お
持
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の
方
は
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に
予
約
し
て

　
か
ら
受
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し
て
く
だ
さ
い
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【
問
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合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
地
域
保
健
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3
4
）1
8
2
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　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

本年度のがん検診を受診していない人を対象に、次の日程でがん検診を実施します。
事前の申し込みが必要ですのでご注意ください。申込受付は検診実施日の２週間前までとします。

【実施日・会場・検診の種類】 ※各日午前中に検診を実施します。
○四万十市近隣の会場のみ記載しています。他の日程は高知県健康対策課ホームページをご覧ください。

【対象となる人】
次の対象年齢の人のうち、本年度（4月1日～）がん検診を受診していない人

※子宮頸がん検診、乳がん検診は2年に1回の受診とし前年度未受診の人を対象とします。

【申込方法】12月12日（月）から、電話にて申込を受け付けます。
　　　　　（実施日ごとの定員に達した時点で申込を締め切りますので、ご了承ください。）
　　　　　申込受付時間：8時30分から17時まで（土・日・祝日は除く）
　　　　　※通常の市検診と申込先が異なりますのでご注意ください。

実施日 場所 検診の種類

平成29年1月21日（土）

平成29年2月26日（日）

幡多健診センター

（宿毛市）

胸部レントゲン（肺がん）検診、胃がん検診

大腸がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診

検診名

胸部レントゲン（肺がん）検診

胃がん検診

大腸がん検診

子宮頸がん検診

乳がん検診

対象者

65歳以上の男女

40～64歳の男女

40歳以上の男女

40歳以上の男女

20歳以上の女性（※）

40歳～49歳の女性（※）

50歳以上の女性（※）

検診料金（対象外者）

無料

200円（1,200円）

1,000円（5,400円）

300円（1,600円）

800円

900円

800円
健康維新の志士
けん　しんたろう君

【問い合わせ・申込先】高知県総合保健協会　☎088（831）4351　088（833）4892
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～“健診”それは健康のバロメーター～
　生活習慣病予防を目的とする健診（健康診査）には、40～74歳が対象となる「特定健康診査（特定健診）」

と、75歳以上の方の「一般健康診査」があります。生活習慣病は何らかの症状がみられる頃にはすでに悪化

していることも多く、気づかないまま進行する病気として知られています。悪化しないうちに気づけるよ

う健診の受診をきっかけに自分の体の状態を知ることも大切です。

　平成27年度に四万十市が実施した特定健診の状況や結果について、お知らせします。

　平成27年度から四万十市健康増進計画(第2期)の紹介を『健康の秘訣12か条』と

題して紹介をしてきました。今月から四万十市の健診(検診)結果などの現状をお

伝えしながら健康づくりを考えるコーナーとして連載します。

＜特定健診の受診率40歳代は約2割＞

　健診受診者は2,744名で、これは健診対象者の

40.3％にあたります。受診者割合は年々微増してい

ますが、高知県下では現在21位（11市では4位）に位

置しています。年代別でみると40歳代は22％、50歳

代は27％となっており、仕事や子育てで忙しいと

される年代は他の年齢層に比べて低い現状がみら

れます。　

【連載】けんこうだより①【連載】けんこうだより①【連載】けんこうだより①

＜総合判定結果で「異常なし」は100人中2人＞

　健診では血圧、脂質、耐糖能(糖尿に関

するもの)、肝臓、腎臓、尿、診察それぞれ

の項目別に判定があり、これらの項目す

べて(総合判定で)「異常なし」という人は

全体で2.2％となっています。次のグラフ

は年代別でみたものになり、40歳代の

「異常なし」は12.3％ですが、50歳代にな

ると2.6％と4分の1程に減少しています。

50歳代から異常がみられはじめること

が多く、また、医療機関での精密検査や

受診が必要となる「要精密」「要医療」判

定も他の年代より割合が高くなってき

ます。

＜身体の変化をみるために毎年の健診を＞

　病気ではないけれど身体の異常に早く気づくことができると、食生活を少し改善することなどで正常

域にもどる可能性も高くなります。健診を継続して受けることで検査数値の比較も行え、体内状況のチ

ェックにもなり、悪い状態の場合には栄養士などによる特定保健指導（生活習慣改善のアドバイス）を

受けられます。自分の健康を維持・増進するためのきっかけとして健診を上手に活用してください。お

勤めの方は職場の健診を受けましょう。

年代別にみた判定結果の割合

0％　　  20％　　40％　 　60％　　 80％　　100％

40歳代

50代歳

60歳代

70-75歳

異常なし　　経過観察　　要精密　　要医療　　治療中

12.3 45.3 27.4 5.0 10.1

2.6 27.2 33.2 7.8 29.1

1.6 21.1 26.1 4.6 46.5

1.6 18.1 17.3 2.4 61.3
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ト
ン
ボ
自
然
公
園
か
ら
の
情
報
と
お
知
ら
せ

○
ス
イ
レ
ン
抜
き

　
ト
ン
ボ
王
国
で
は
、ト
ン
ボ
の
保
護
と
審
美
的

景
観
作
り
も
兼
ね
、大
小
15
の
ト
ン
ボ
池
で
三
色

の
温
帯
ス
イ
レ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
こ
で
は
異
常
な
ほ
ど
成
長
が
早
く
、短
期
間
で

水
面
全
体
を
覆
っ
て
空
気
を
遮
断
、池
の
中
を
酸

欠
状
態
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、日
照
が
不

足
す
る
と
、ス
イ
レ
ン
自
体
も
美
し
い
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、ス
タ
ッ
フ

は
成
長
の
勢
い
が
衰
え
る
厳
寒
期
に
腰
ま
で
浸

か
る
池
の
中
に
入
り
、7
〜
8
割
の
ス
イ
レ
ン
を

根
こ
そ
ぎ
引
き
抜
い
て
い
る
の
で
す
が
、小
雪
が

チ
ラ
つ
く
中
で
も
汗
ば
ん
で
く
る
ほ
ど
の
重
労

働
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、ト
ン
ボ
王
国
の
ス
イ
レ
ン
が
大
繁

殖
す
る
理
由
は
、池
の
中
に
多
く
の
養
分
が
溶
け

込
ん
で
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。し
か
も
、

上
流
部
の
水
田
が
ほ
と
ん
ど
耕
作
さ
れ
な
く

な
っ
て
か
ら
、そ
の
勢
い
は
さ
ら
に
増
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
早
晩
、

ス
イ
レ
ン
自
体
も「
肥
料
負
け
」で
枯
れ
果
て
て

し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ト
ン
ボ
王
国
で
、水
中

の
養
分
を
た
っ
ぷ
り

吸
収
し
て
く
れ
た
ス

イ
レ
ン
を
間
引
き
す

る
こ
と
は
、そ
れ
だ
け

清
浄
な
水
を
流
下
さ

せ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、最
終
的
に

合
流
す
る
四
万
十
川

の
清
流
保
全
に
も
一

役
買
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。

　
ト
ン
ボ
保
護
区
を

管
理
し
て
い
る
、公
益

社
団
法
人
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
で
は
ス

イ
レ
ン
抜
き
作
業
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。環
境

保
全
に
関
心
の
あ
る
方
、体
力
に
自
信
の
あ
る
方
、

大
歓
迎
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
☎（
3
7
）4
1
1
0
ま
た
は

E
-m
a
il

　to
n
b
o
@
g
a
k
u
y
u
k
a
m
.c
o
m
 

ま
で
。

○
12
月
の
催
し
物
案
内

【
弁
天
ナ
マ
ズ
再
々
降
臨
】

　
そ
の
体
色
か
ら「
金
運
ナ
マ
ズ
」と

し
て
人
気
の
、琵
琶
湖
産
イ
ワ
ト
コ
ナ

マ
ズ
黄
変
個
体（
弁
天
ナ
マ
ズ
）の
特

別
展
示
を
今
年
も
12
月
23
日（
金
）か

ら
翌
年
1
月
9
日（
月
・
祝
日
）四
万
十

川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お
・
さ
か
な
館
で

行
い
ま
す
。バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
大
切
に

育
て
て
い
る
本
個
体
は
1
年
前
に
比
べ
約
5
cm

伸
び
50
セ
ン
チ
ほ
ど
と
な
り
、僅
か
に
残
っ
て
い

た
口
周
辺
の
灰
色
部
分
は
さ
ら
に
縮
小
、立
派
な

金
運
ナ
マ
ズ
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
と
も
ど
も
、皆
さ
ま
の「
ナ
マ
ズ
詣
」を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ン
ト
・
ミ
ニ
】

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
に
飾
ら
れ
て
い
る「
く

じ
袋
」1
個
を
選
び
、封
入
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド

の
番
号
で
菓
子
+
ト
ン
ボ
王
国
グ
ッ
ズ
詰
め
合

わ
せ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
23
日（
金
）

　
〜
25
日（
日
）

対
象
　
小
学
生
以
下
の

　
四
万
十
川
学
遊

　
館
入
館
者

問 

観
光
商
工
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

スイレン抜きの様子

四万十市文化祭を開催します。お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

第12回  四万十市文化祭のご案内 （12月）

会　場開催日時行　事　名

第40回　クラブ写真展

第41回　清水千代子バレエ研究所発表会

中村交響楽団

クリスマスさきどりコンサート

PCサロンゆうゆう　第6回サークル展

エレクトーンステージ2016

～発表会・ジョイフルライブ～

ハイクラソーナ・ウィンド・アンサンブル

第3回　定期演奏会

中央公民館　展示ホール

文化センター　大ホール

中央公民館　大ホール

中央公民館　展示ホール

文化センター　大ホール

文化センター　大ホール

12月3日（土）～12月9日（金）

開場　9：00

12月4日（日）

開場12：30　開演13：00

12月4日（日）

開場14：00　開演14：30

12月10日（土）～12月14日（水）

開場9：00

12月11日（日）

開場12：30　開演13：00

12月17日（土）

開場14：00　開演14：30

主催　四万十市文化祭執行委員会　　共催　四万十市　四万十市教育委員会

【問い合わせ先】四万十市教育委員会　生涯学習課  ☎（34）7311

※中央公民館にて行われる展示部門については、最終日のみ16：00までとする。
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育児相談
　相談日/月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

　　親子ふれあい活動

たこを飛ばそう
　お母さんと一緒にビニール凧を作ってみよう！できたら

お庭で飛ばそうね。上手に飛ばせるかな？

　※①、②、グループ一緒の活動です。

1月10日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

時

場

時

場

お母さんたちのちょっと一息、ブレイクタイム！みんなで
お茶を飲みながらおしゃべりをたのしみませんか？おや
つは持って来てね！お母さんの飲み物は用意します。参加
される方は飲み物代100円持参してください。
※今回はぴよちゃん・ぽっぽさんの①グループ同士と、②
グループ同士の二日間で行います。
①グループ（ぴよ・ぽっぽ）　12月26日（月）10：00～11：30
②グループ（ぴよ・ぽっぽ）　12月27日（火）10：00～11：30
子育て支援センター

◆おしゃべり喫茶

歌ったり踊ったりおやつを食べたり…みんなで楽しくク

リスマスを過ごしましょう！サンタさんに、会えるかな？

お楽しみに…おやつを持って参加してください。

※この活動は、プレゼントなどの用意があるため登録して

いる方に限らせていただきます。

[ぴよちゃんクラブ]  12月19日(月)　9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ）12月20日(火)　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

時

場

火災の多い季節になりました。今回は、火災予防などを含

めて、四万十市の消防士さんにお話をしていただきます。

またＡＥＤの使い方も教えてもらいましょう。

1月12日（木）　10：00～11：30

子育て支援センター

◆救命救急講座（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

◆クリスマスお楽しみ会

保 育 所 名

もみじ保育所

古津賀保育所

あおぎ保育所

具 同 保 育 所

12月15日（木）

1月 4日（水）

1月10日（火）

1月12日（木）

時　間

9：30～11：00

9：30～11：00

10：00～11：00

9：30～10：30

駐車場

数台有

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　その他の活動　

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

●初めて参加を希望される人は、準備などの都合がありま
すので、あらかじめご連絡ください。(活動内容によっては、
ご遠慮をお願いする場合もあります)①など番号が付いて
いる活動は、日程ごとにグループに分かれます。
詳しくはお問い合わせください。

★
休
館
日
の
案
内
★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

ＥＵは危機を超えられるか

ヴィジョンズ

虚実妖怪百物語　序  

梅もどき 

着こなし広がる帯を楽しむ便利帖

旬を楽しむ地魚料理の本

だれも知らないアンパンマン

待つ春や

岡部 直明

宮部 みゆき

京極 夏彦

諸田 玲子

吉田 アヤ

野村 祐三

やなせ たかし

辻堂 魁

お願い!フェアリー♥　17 　

怪談オウマガドキ学園　19・20

こどもノーベル賞新聞  

たまちゃんとあかちゃん

どででんかぼちゃ

ネットで見たけどこれってホント？2

パンダなりきりたいそう

パン屋のイーストン

みずの まい

常光 徹

若林 文高

どい かや

いわさき ゆうこ

北折 一

いりやま さとし

佐竹 美保

★
年
末
年
始
の
お
知
ら
せ
★

　
12
月
29
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）ま
で
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
お
掛
け
し
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
休
館
中
の
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、返
却
ポ
ス
ト（
庁
舎
北
側
夜
間
出
入
口
の

向
か
っ
て 

左
側
に
あ
り
ま
す
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
紙
芝
居
は
、破
損
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
返
却 

ポ
ス
ト

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。 

１
月
４
日（
水
）以
降
に
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
お
休
み
が
続
き
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
年
末
年
始
の
お
知
ら
せ
★

　
12
月
29
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）ま
で
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
お
掛
け
し
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
休
館
中
の
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、返
却
ポ
ス
ト（
庁
舎
北
側
夜
間
出
入
口
の

向
か
っ
て 

左
側
に
あ
り
ま
す
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
紙
芝
居
は
、破
損
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
返
却 

ポ
ス
ト

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。 

１
月
４
日（
水
）以
降
に
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
お
休
み
が
続
き
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
秋
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
★

○
映
画
上
映
会
　「
Ｅ
・
Ｔ
・
」 

　
日
時
　
12
月
10
日（
土
）14
時
〜（
13
時
30
分
開
場
）　 

　

　
場
所
　
市
役
所
３
階
会
議
室 

　

　
対
象
　
小
学
生
以
上（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）   

　
定
員
　
40
席
程
度
／
申
込
不
要 

○
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会 

　

　
日
時
　
12
月
17
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分
予
定（
受
付
10
時
〜
） 

　
場
所
　
図
書
館
内
お
は
な
し
の
部
屋 

　

　
対
象
　
２
歳
〜
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）　

　
定
員
　
10
名（
先
着
順
）／
要
申
込

※
詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
秋
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
★

○
映
画
上
映
会
　「
Ｅ
・
Ｔ
・
」 

　
日
時
　
12
月
10
日（
土
）14
時
〜（
13
時
30
分
開
場
）　 

　

　
場
所
　
市
役
所
３
階
会
議
室 

　

　
対
象
　
小
学
生
以
上（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）   

　
定
員
　
40
席
程
度
／
申
込
不
要 

○
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会 

　

　
日
時
　
12
月
17
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分
予
定（
受
付
10
時
〜
） 

　
場
所
　
図
書
館
内
お
は
な
し
の
部
屋 

　

　
対
象
　
２
歳
〜
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）　

　
定
員
　
10
名（
先
着
順
）／
要
申
込

※
詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00 December

新着おすすめ8+8

12
月
23
日
（
金
）
館
内
整
理
日

12
平成28年

新着図書（404冊）
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◇子ども・子育て支援新制度について

　一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会を目指して、平成27年４月から「子ども・子育て支
援新制度」がスタートしました。
　この制度では、幼稚園、保育所、認定こども園等を利用する際に、市から保育の必要性について認定を受けるこ
とが必要となっています。認定申請は、保育所等の入所申し込みと同時に行っていただくこととなりますが、認
定の区分については、年齢や希望施設によって次のとおりとなります。

≪支給認定の種類≫

※地域型保育事業とは、満3歳未満の児童を保育する施設で、市の基準を満たし認可する施設です。（事業所内保
　育施設等）

◇入所申込について

○申込手続きの流れ

○入所要件
入所できる児童は、次の2つの要件の両方に該当する児童です。
１ 四万十市に住民登録（予定を含む）をし、実際に生活をしている児童
２ 保護者が下記に該当し、日中保育することができない場合（該当＝保育の必要性あり）
　・就労（パートタイム、自営業、居宅内労働等を含む。）　・妊娠、出産　・保護者の疾病、障がい
　・長期入院している親族の介護、看護　・災害復旧　・求職活動（起業準備を含む）
　・就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）　・虐待やＤＶのおそれがあること
　・育児休業（当該児童を除く）

○申込期間
　4月入所　平成29年1月10日（火）～1月20日（金）
　5月以降入所　平成29年1月10日（火）～随時
　※5月以降の入所については前月15日を締切として随時受付を行います。

○受付（配付）場所および時間
　平　日　（本庁）福祉事務所 保育所係　（総合支所）西土佐福祉分室（保健課内）　8時30分～17時15分
　　　　　（各保育所）※提出書類の確認のため、できるだけ市役所にご提出ください。　開所時間内
　土曜日　市役所閉庁のため保育所のみで受付　開所時間内

※入所受付期間を過ぎても随時受付は行いますが、申し込み状況により入所できない場合があります。

≪保育所・地域型保育事業の申込方法≫
　市への申し込みとなります。所定の入所申込書に必要書類を添えてご提出ください。
※入所申込書は12月19日（月）より配付を開始します。
※現在、保育所等に入所していて、平成29年度も継続して入所を希望する児童の手続きについては、現在入所中
　の保育所等から連絡させていただきます。

平成29年度　保育所等の入所案内平成29年度　保育所等の入所案内

支給認定区分
1号認定
2号認定

3号認定

対　　象
保育を必要としない満3歳以上の児童
保育を必要とする満3歳以上の児童

保育を必要とする満3歳未満の児童

利用できる施設・事業
幼稚園、認定こども園（教育部分）
保育所、認定こども園（保育部分）
保育所、認定こども園（保育部分）
（地域型保育事業）※

申込児童
保育の必要性なし

満3歳以上

支給認定区分 1号認定

利用施設
認定こども園
　なかむら園・中村幼稚園

　（満3歳～5歳児）

認定こども園 なかむら園・中村幼稚園（1歳児～5歳児）
公立保育所 （1歳児～5歳児）
民間保育所 めぐみ乳児保育園・ひかり乳幼児保育園・リトル・フレンド（0歳児～2歳児）
地域型保育事業 キッズハウスどんぐり（0歳児～2歳児）

申込先
施設

（認定こども園）

保育の必要性あり

満3歳以上 満3歳未満

2号認定 3号認定

四万十市
（福祉事務所保育所係・支所保健課）
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保育所
愛育園
もみじ保育所
あおぎ保育所
下田保育所
竹島保育所
古津賀保育所
東山保育所
蕨岡保育所
大用保育所
川登保育所　
利岡保育所
具同保育所
八束保育所
東中筋保育所
中筋保育所
川崎保育所
本村保育所
めぐみ乳児保育園
ひかり乳幼児保育園
リトル・フレンド

認定こども園
なかむら園・中村幼稚園
事業所内保育施設

キッズハウスどんぐり

1

2

3
4
5

6

7

保育所
受入年齢が「2歳」からの保育所
受入年齢が「1歳」からの保育所
（本村保育所除く）
本村保育所
めぐみ乳児保育園
ひかり乳幼児保育園
リトル・フレンド
キッズハウスどんぐり

認定こども園　
なかむら園・中村幼稚園

入所可能条件
毎月1日時点で満2歳に達している児童がその月から入所できます。
4月1日時点で満1歳に達している児童が入所できます。
※年度途中で満1歳に達しても入所できません。
毎月1日時点で満1歳に達している児童がその月から入所できます。
毎月1日時点で満4カ月に達している児童がその月から入所できます。
毎月1日時点で満3カ月に達している児童がその月から入所できます。

毎月1日時点で満2カ月に達している児童がその月から入所できます。

（保育部分）4月1日時点で満1歳に達している児童が入所できます。
※年度途中で満1歳に達しても入所できません。
（教育部分）毎月1日時点で満3歳に達している児童がその月から入所
できます。

所在地
中村東町3丁目1番27号
中村四万十町2248番地1
右山元町2丁目3番1－31号
下田2260番地1
竹島3318番地
古津賀1丁目120番地
安並1726番地
蕨岡甲6797番地
大用860番地6
川登1040番地
利岡22番地1
具同田黒1丁目11番46号
間崎1483番地7
楠島945番地5
有岡2210番地
西土佐江川崎225番地
西土佐江川826番地1
具同田黒1丁目11番38号
古津賀942番地
中村大橋通7丁目3番9号

所在地
不破2079番地

所在地
入田3561番地

電話番号
（35）2514
（35）3734
（35）3582
（33）0133
（33）0746
（35）4886
（35）6472
（32）1031
（39）2413
（38）2416
（35）6664
（37）3826
（36）2401
（37）1133
（37）0085
（52）1277
（52）1281
（37）2121
（35）6605
（34）0366
電話番号
(34)7511
電話番号
(37)1170

受入年齢
2歳
2歳
1歳
1歳
1歳
1歳
2歳
1歳
1歳
1歳
2歳
2歳
2歳
1歳
2歳
2歳
1歳

4カ月～2歳児
3カ月～2歳児
2カ月～2歳児
受入年齢
1歳

受入年齢
2カ月～2歳児

定員
110
90
170
50
45
100
80
45
20
30
30
210
60
65
50
70
35
45
50
36

定員
194

定員
15地域枠（4）

平成29年度実施予定施設

＜入所年齢について＞

※実施予定保育所および入所年齢等については、12月1日現在であり、変更となる場合があります。

≪認定こども園の申込方法≫
　支給認定区分により、申し込み方法が異なります。

○1号認定
　1号認定については、施設への申し込みとなります。12月1日（木）より受付を開始しますので、直接、認定こども
　園なかむら園・中村幼稚園に申し込みください。支給認定は市で行いますが、1号認定については施設への入所
　申込に併せて施設を通じての申請となりますので、市での手続きは不要です。

○2号・3号認定
　2号・3号認定については、市への申し込みとなります。申込方法、期間はP20の保育所の場合と同じです。

認定こども園　なかむら園・中村幼稚園について詳しくは下記をご参照ください。
中村幼稚園ホームページ　http://www.nakamurayouchien.com/

【問い合わせ先】（本庁）福祉事務所　保育所係　☎（34）1780　（総合支所）西土佐福祉分室（保健課内）☎（52）1132
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国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除(

全
額
免
除
・
一
部
免
除)

・
法
定

免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
が
あ
る
場
合
、保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、老
齢

基
礎
年
金(

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金)
の
受
取
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、さ
か
の
ぼ
っ

て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る(

追
納)

こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
注
意
事
項

　※

免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

　
　
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
は
、当
時
の
保
険
料
額

　
　
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料

　
　
が
納
付
さ
れ
て
い
な
い
と
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
・｢

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例｣

期
間
が｢

法
定
免
除
・

　
　
申
請
免
除｣

期
間
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

　
　｢

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例｣

期
間
が
優
先
し
ま
す
。

　
・｢

法
定
免
除
・
申
請
免
除｣

期
間
が｢

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

　
　
納
付
特
例｣

期
間
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

　
　
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
選
択
で
き
ま
す
。

　
・｢

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例｣

期
間
で
は
、先
に
経
過

　
　
し
た
月
分
か
ら
収
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
・｢

法
定
免
除
・
申
請
免
除｣

期
間
で
は
、先
に
経
過
し
た
月
分
か

　
　
ら
収
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
全
額
納
付
さ
れ
た
方
と
比
べ
た
受
取
額(

申
請
免
除
の
場
合)

　
・
全
額
免
除
期
間…

半
額(

平
成
21
年
３
月
ま
で
は
１
／
３
の
額)

　
・
３
／
４
免
除
期
間…

５
／
８
の
額(

平
成
21
年
３
月
ま
で
は
半
額)

　
・
半
額
免
除
期
間…

３
／
４
の
額(

平
成
21
年
３
月
ま
で
は
２
／

　 

３
の
額)

　
・
１
／
４
免
除
期
間…

７
／
８
の
額(

平
成
21
年
３
月
ま
で
は
５
／
６

　 

の
額)

○
過
去
５
年
分
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す(

後
納
制
度)

　
後
納
制
度
と
は
、時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま

で
の
３
年
間
に
限
り
、過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給
す
る
年
金
額
が
増
え
た

り
、納
付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
後
納
制
度
で
２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る
メ
リ
ッ
ト

　
・
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、年
金
を
受
け
る
た
め
に

　 

必
要
な
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

　
・
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、将
来
受
け
取
る
年
金
額

　 
が
増
額
す
る

○
後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期

　
　
間
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

　
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、右
記
①
の
期
間
の
ほ
か
任
意

　
　
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

　
③
65
歳
以
上
の
方
で
、年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の

　
　
方
　
な
ど

　※

60
歳
以
上
で
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
申

　
　
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）　

　
☎（
3
4
）1
6
1
6

　寒波の影響で気温が下がると、水道管が凍結して水が出なくなったり、破裂したりすることがあります

ので、気象情報に注意し水道管の点検をお願いします。なお、万一に備えて、自宅等に設置してあるメー

タ・止水栓の位置を確認しましょう。

●特に凍りやすい箇所

　・屋外でむき出しになっているところ（給湯器、温水器）　・風あたりの強いところ

　・北向きで日当たりの悪いところ　など

●凍結を防ぐためには

　・水道管に市販の保温チューブや布切れを巻きつける　・蛇口から糸状に水を出しておく

●凍結、破裂が起きた時には

　・凍結した場合は『水道管』にタオルなどを巻き、ぬるま湯をかける（熱湯は不可）

　・破裂した場合は『止水栓』を閉め、市指定水道業者に連絡し修理する（自宅等敷地内は自己負担です）

※道路や公園などで漏水を発見した場合は下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】(本庁)上下水道課　☎(34)1711　　(総合支所)産業建設課　☎(52)1111

寒波による水道管の凍結・破裂にご注意を！
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大
屋
敷
地
区
で
は「
地
区
内
に

何
か
新
し
い
娯
楽
を
作
り
た

い
！
」と
い
う
思
い
か
ら
、委
託
料

を
活
用
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や

ス
ク
リ
ー
ン
等
の
機
材
を
購
入

し
、今
年
８
月
か
ら
定
期
的
に
お

年
寄
り
が
昔
観
た
で
あ
ろ
う
懐
か

し
い
映
画
の
上
映
会
を
始
め
ま
し

た
。
８
月（
１
回
目
）は「
花
笠
道

中
」、９
月（
２
回
目
）は「
幸
福
の

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」、
10
月（
３
回

目
）は
初
期
の「
水
戸
黄
門
」を
上

映
し
ま
し
た
。

　
９
月
の
上
映
会
で
は
15
名
が
参

加
し
、こ
の
日
の
最
高
齢（
90
歳
）

の
女
性
２
人
か
ら
は
、「
四
万
十
市

に
は
映
画
館
が
な
い
た
め
、長
年
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
を
観
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
は
集
会
所
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。」と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、代
表
者
か
ら
は「
こ
の
上
映
会
を
き
っ
か
け
に
、地
区
民
が
も
っ

と
健
康
福
祉
委
員
会
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。新

し
い
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、活
動
に
変
化
を
持
た
せ
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
だ
と
思
う
た
め
、こ
れ
か
ら
さ
ら
に
工
夫
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」と
の
思
い
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係
　
☎（
3
4
）8
0
6
6

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

【
大
屋
敷
地
区
　
人
口
カ
ル
テ
】

35
世
帯
75
人（
男
性
32
人
・
女
性
43
人
）

65
歳
以
上
38
人
・
高
齢
化
率
51
％

（
平
成
28
年
10
月
1
日
現
在
　
市
人
口
統
計
月
報
）

健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.17

〜 

大
屋
敷
地
区
健
康
福
祉
委
員
会 

〜

年
末
年
始
の

交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
外
出
や
飲
酒
の
機
会
も
増
え
、何
か

と
気
ぜ
わ
し
い
時
季
で
す
。交
通
事
故
も
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。笑
顔
で
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
も
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
心
が
け
、交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
す
る
人
も
周
囲
の
人
も
飲
酒
運
転
は「
絶
対

に
し
な
い
」、「
さ
せ
な
い
」、「
見
逃
さ
な
い
」を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

　
日
没
が
早
く
人
も
車
も
お
互
い
に
見
え
に
く
く
な

り
ま
す
の
で
、早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
歩
行
者
や
自
転
車
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材
の

積
極
的
な
着
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
期
間

　
12
月
6
日（
火
）〜
12
月
15
日（
木
）

　
平
成
29
年
1
月
10
日（
火
）〜 

1
月
19
日（
木
）

　（
今
回
か
ら
実
施
期
間
が
2
回
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。）

○
重
点
目
標

　
1
．子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
2
．飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

　
3
．自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　
4
．歩
行
者
の
保
護

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係

　
☎（
3
5
）4
1
4
7

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　
☎（
５
２
）１
１
１
１

　
あ
る
日
突
然
、本
人
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、命
を
奪

わ
れ
る
、怪
我
を
負
う
な
ど
、犯
罪
の
被
害
者
に
な
る
可

能
性
は
誰
に
で
も
あ
る
の
で
す
。直
接
的
な
被
害
だ
け
で

な
く
、そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、精
神
的
苦
痛
・
経
済

的
困
難
な
ど
の
二
次
被
害
に
遭
い
、被
害
者
等
の
生
活
に

大
き
な
支
障
が
で
て
き
ま
す
。高
知
県
に
お
い
て
も
50
人

に
1
人
の
割
合
で
、事
件
や
事
故
等
に
巻
き
込
ま
れ
て
お

り
、突
然
被
害
に
遭
い
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら

ず
、一
人
で
悩
む
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。被
害
者
等
の
お
か
れ
て
い
る
現
状

や
支
援
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、社
会
全
体
で
支

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
定
N
P
O
法
人 

こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
☎
0
8
8（
8
5
4
）7
5
1
1

　
相
談
専
用
電
話
　
☎
0
8
8（
8
5
4
）7
8
6
7

　
性
暴
力
専
用
電
話

　
　
☎
0
8
0（
9
8
3
3
）3
5
0
0

　（
月
〜
金
　
10
時
〜
16
時
）

　
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
で
す

　
【
犯
罪
被
害
者
週
間
　
11
月
25
日
〜
12
月
1
日
】

　
被
害
者
支
援
に
協
力
し
よ
う
と
12
月
26
日
ま
で
本
庁

1
階
と
西
土
佐
総
合
支
所
1
階
に
募
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係

　
☎（
3
5
）4
1
4
7

交
通
安
全

指
導
員
だ
よ
り

交
通
安
全

指
導
員
だ
よ
り

№33№33

必
要
と
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
さ
さ
え

社
会
の
さ
さ
え

〜
被
害
者
等
支
援
に
ご
協
力
を
〜

必
要
と
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
さ
さ
え

社
会
の
さ
さ
え

〜
被
害
者
等
支
援
に
ご
協
力
を
〜

必
要
と
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
さ
さ
え

社
会
の
さ
さ
え

〜
被
害
者
等
支
援
に
ご
協
力
を
〜
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困ったときは、消費生活センターへご相談ください。

幡多広域消費生活センター

＜相談受付＞・月曜日～金曜日（祝祭日および年末年始を除く）
　　　　　　  9：00～12：00 / 13：00～17：00

電　話：　☎ 0880(34)6301　FAX 0880(34)6295
住　所：　〒787-0012 四万十市右山五月町8番32号 
　　　　　　　　　　四万十市立働く婦人の家1階

幡多広域消費生活センター便り

　（平成28年5月21日施行 改正電気通信事業法令）

『電気通信サービスの新たな消費者保護ルールが導入されました』

【説明義務の充実・書面交付義務の導入】

◯高齢者や障害者等に配慮した説明を契約前に行うことが義務付けられました。

◯携帯電話サービスのいわゆる「2年縛り」契約等が自動更新される際に、利用者に事前通知することが義務付

　けられました。

◯契約が成立した後には、契約書面を利用者に交付することが義務付けられました。（利用者が承諾した場合、電

　子メールやウェブサイト等で電子交付されることもあります。）

　ご自身の契約書面をチェックしましょう。

◯継続して勧誘を受けないと利用者が求めたにもかかわらず、事業者または代理店が勧誘を継続する行為や、事

　業者または代理店が重要事項について事実でないことを告げる行為等が禁止されました。

◯電気通信事業者が代理店に対し指導等の措置を講じることが義務付けられました。

【初期契約解除制度の導入】

◯一定の範囲の電気通信サービスの契約について、契約書面の受領日を初日とする8日間が経過するまでは、電

　気通信事業者の合意なく利用者の都合で契約を解除できる制度です。

　クーリング・オフに似た制度ですが、電話勧誘販売や訪問勧誘だけでなく、制度が適用される契約なら、はがき

　等の書面を事業者に送付する事で契約解除ができます。

◯初期契約解除制度で契約の解除をした場合、契約解除までに利用したサービスの利用料、契約解除までに行わ

　れた工事の費用、事務手数料は契約に基づき支払う必要がありますが、それ以外の違約金等は契約に定められ

　ていても支払う必要がありません。また、このうち工事費用と事務手数料は、法令で定められた上限額までし

　か支払う必要がありません。

<総務省電気通信消費者相談センター >

総務省四国総合通信局　〒790-8795 松山市宮田町8-5　☎089（936）5042

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま

す
。
　
以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、ご
自

身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な

い
人
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ
び
被

共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、各
種
手
続
き（
共

済
手
帳
の
紛
失
、退
職
金
の
請
求
等
）の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に

お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
ま

た
は
最
寄
り
の
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、ご
相

談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

http
:/
/
w
w
w
.rinta

iky
o
.ta
isy
o
kukin.g

o
.jp
/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
ー
24
ー
1 

　
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　
☎
0
3（
6
7
3
1
）2
8
8
7

　
F
A
X 

0
3（
6
7
3
1
）2
8
9
0

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
に
関
す
る

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
に
関
す
る

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
に
関
す
る

お
知
ら
せ
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　早いもので、今年も残りあとわずかとなりました。
　県内では、依然として特殊詐欺被害に遭われている方がいます。
　　○「老人ホーム入居権を譲る」
　　○「医療費の払い戻しがある」
　　○「名義貸しは違法、助けてあげます」
　　○「個人情報がもれている、消してあげます」
　　　等は詐欺です。
　万が一、怪しい電話などがあれば、相手にせず、きっぱりと断るようにしましょう。
　またこれから年度末にかけて、税金や医療費などの還付金詐欺が多発する恐れがあり
ますので十分に注意してください。
　一人で判断せず、家族や警察などに相談してください。

【問い合わせ先】中村地区地域安全協会　中村警察署内　☎（34）0110

し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

募
　
集

四
万
十
の
日

船
上
結
婚
式
を
挙
げ
ま
せ
ん
か

　　
４
月
10
日
の｢

四
万
十
の
日｣

に
、全
国
の

希
望
者
か
ら
選
ば
れ
た
３
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
、春
の
四
万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
船
で
結

婚
式
を
行
い
ま
す
。挙
式
を
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
29
年
４
月
10
日(

月)

▼
場
所

　
佐
田
沈
下
橋
付
近
〜
三
里
沈
下
橋
付
近

▼
内
容

　
４
月
10
日(

四
万
十
の
日)

に
限
り
、１
組
あ

　
た
り
４
万
10
円
で
挙
式
で
き
ま
す
。

　
○
新
郎
様
の
タ
キ
シ
ー
ド

　
○
新
婦
様
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

　
○
屋
形
船
上
で
の
人
前
結
婚
式(

約
２
時
間)

▼
申
込
締
切
　
平
成
29
年
１
月
31
日(

火)

▼
主
催

　
四
万
十
D
＆
H(

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
イ
ン
四
万

　
十
企
業
共
同
体)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
D
＆
H（
花
嫁
衣
裳
お
ぐ
ら
内
）　

　
☎（
3
4
）2
2
5
9

　
〒
7
8
7-

0
0
2
5

　
四
万
十
市
中
村
一
条
通
３
丁
目
４-

11

第
12
回
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

推
薦
募
集

　（
市
）教
育
委
員
会
で
は
、市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、「
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」

の
実
現
を
図
る
た
め
、「
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
」を
制
定
し
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
個
人
、

団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、日
頃
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
や
団
体
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
候
補
者
の
推
薦
書

　（
市
）教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
四
万
十
市

　
立
中
央
公
民
館
）、西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

　
ル
、市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
具
同

　
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布

▼
締
切
日

　
平
成
29
年
1
月
31
日（
火
）17
時
15
分
必
着

▼
推
薦
数
　
複
数
名
、複
数
団
体
の
推
薦
可

▼
候
補
者
の
推
薦
基
準（
概
要
）

・【
優
秀
賞
】

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、平
成
28
年
1
月
30

　
日
か
ら
平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で
の
間
に

　
各
種
の
競
技
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

　
残
し
た
個
人
ま
た
は
団
体

・【
功
労
賞
】

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、長
年
に
わ
た
り
優

　
秀
な
選
手
を
育
成
し
た
個
人
お
よ
び
本
市

　
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
、発
展
に
貢
献
し
、そ
の

　
功
績
が
顕
著
な
個
人
ま
た
は
団
体

・【
特
別
賞
】

　
本
市
出
身
者
等
で
平
成
28
年
1
月
30
日
か

　
ら
平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
際

　
的
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
功
績
を

　
残
し
た
個
人
ま
た
は
団
体

▼
選
考
方
法

　
推
薦
さ
れ
た
個
人
、団
体
を
選
考
委
員
会

　
で
選
考
し
受
賞
者
を
決
定

▼
表
彰
式
　
賞
状
と
副
賞
を
授
与

▼
日
時
　
平
成
29
年
3
月
5
日（
日
）10
時
〜

▼
会
場
　
市
立
中
央
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
社
会

　
体
育
振
興
係

　
四
万
十
市
右
山
五
月
町
8-

22

　（
市
立
中
央
公
民
館
）

　
☎（
3
4
）2
0
6
2

教
室
・
講
座

骨
盤
体
操（
働
く
婦
人
の
家
講
座
）

　　
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、健
康
づ
く
り
に
、楽
し
く

骨
盤
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

▼
日
時

　
平
成
29
年
１
月
17
日
〜
３
月
14
日

　
毎
週
火
曜
日
　
全
９
回

　
19
時
〜
20
時

▼
定
員
　
18
人

▼
場
所

　
働
く
婦
人
の
家
　
１
階
　
軽
運
動
室

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
も
の

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、運
動
靴（
上

　
履
き
）、水（
水
筒
等
）

▼
対
象

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
講
師
　
シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

▼
申
込
期
間

　
12
月
19
日（
月
）〜
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　
９
時
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
12
月

　
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
働
く
婦
人
の
家
　
　
☎（
3
4
）6
2
9
9

防犯
メモ
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ダ
ン
ス（
働
く
婦
人
の
家
講
座
）

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、健
康
づ
く
り
に
、楽
し
く

ダ
ン
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

▼
日
時

　
12
月
17
日
、平
成
29
年
1
月
14
日
、1
月
21

　
日
、2
月
18
日

　
全
４
回

　
19
時
〜
20
時

▼
定
員
　
15
人
程
度

▼
場
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
受
講
料
　
無
料

▼
用
意
す
る
も
の

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、運
動
靴（
上

　
履
き
）、水（
水
筒
等
）

▼
対
象

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

▼
講
師
　
小
笠
原
　
麻
衣
子

▼
申
込
期
間

　
12
月
５
日（
月
）〜
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り

▼
申
込
方
法

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　
9
時 

〜 

17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
12
月

　
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）人
権
啓
発
課

　
☎（
3
5
）1
0
3
5

冬
休
み
早
朝
子
供
水
泳
教
室

　
冬
休
み
、水
に
親
し
み
水
泳
の
基
礎
を
身

に
つ
け
る
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　【
第
1
講
習
】

　
　
12
月
23
日（
金
）〜
26
日（
月
）

　
　
8
時
〜
9
時（
受
付
7
時
30
分
〜
）

　【
第
2
講
習
】

　
　
平
成
29
年
1
月
6
日（
金
）〜
9
日（
月
）

　
　
8
時
〜
9
時（
受
付
7
時
30
分
〜
）

▼
場
所
　
市
立
温
水
プ
ー
ル

▼
対
象
　
小
学
1
年
生
〜
6
年
生

▼
定
員

　
各
講
習
20
人（
希
望
の
講
習
か
ら
受
講
可
）

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
新
規
の
方
を
優
先

　
　
し
ま
す
。

　
※
両
講
習
へ
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
※
参
加
人
数
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

　
　
り
ま
す
。

▼
受
講
料
　

　
各
講
習（
4
日
間 

） 

2
0
0
0
円

　
両
講
習（
8
日
間 

） 

3
5
0
0
円

　
※
講
習
欠
席
の
場
合
、受
講
料
等
の
払
い

　
　
戻
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
プ
ー
ル
入
館
料

　
2
1
0
円（
1
回
あ
た
り
）

　
※
回
数
券
、会
員
券
の
利
用
可

▼
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

　
各
講
習（
4
日
間 

） 

2
0
0
円

　
両
講
習（
8
日
間 

） 

4
0
0
円

▼
申
込
方
法

　
申
込
先
に
て
所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

　
う
え
、受
講
料
、保
険
料
を
添
え
て
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
※
電
話
で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間

　
12
月
5
日（
月
）〜
12
月
19
日（
月
）

　
８
時
30
分
〜
17
時（
土
曜
日
の
み
12
時
ま
で
）

【
申
込
先
】 

　（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　
☎（
3
4
）2
0
7
1

催
　
し

知
っ
て
、感
じ
て
、楽
し
も
う
！

「
わ
く
わ
く
食
育
イ
ベ
ン
ト
」

　
幡
多
福
祉
保
健
所
管
内
栄
養
士
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
で
は
、家
族
の
健
康
づ
く
り
の
啓

発
た
め
の「
食
育
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、高
知
家
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
兼
ね
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
だ
く
と
健
康
パ
ス

ポ
ー
ト
の
交
付
に
必
要
な
ヘ
ル
シ
ー
ポ
イ
ン

ト
シ
ー
ル
３
枚
を
１
日
で
集
め
る
こ
と
が
で

き
、そ
の
会
場
で
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
を
受
け
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
18
日（
日
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
　
ア
ピ
ア
さ
つ
き
１
階
テ
ナ
ン
ト

　
　
　
　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８-

13
）

▼
各
コ
ー
ナ
ー
の
ご
紹
介

　
・
お
や
こ
の
食
育
　
・
栄
養
相
談
　

　
・
食
味
テ
ス
ト
　
・
た
ば
こ
に
関
す
る
相
談

　
・
野
菜
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ

　
・
健
康
お
薬
相
談
　
・
歯
科
相
談

←

　
ヘ
ル
シ
ー
ポ
イ
ン
ト（
緑
色
）各
１
枚
交
付

　
・
運
動
　
･
体
操

←

　
ヘ
ル
シ
ー
ポ
イ
ン
ト（
青
色
）各
１
枚
交
付

※
減
塩
商
品
の
紹
介
や
レ
シ
ピ
の
紹
介
も
あ

　
り
ま
す
。

▼
主
催

　
幡
多
福
祉
保
健
所
管
内
栄
養
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
会
議
・
幡
多
福
祉
保
健
所
・
四
万
十
市

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
福
祉
保
健
所
内
栄
養
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
会
議
事
務
局

　
☎（
3
4
）5
1
2
0

　（
市
）保
健
介
護
課
　
健
康
増
進
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

平
成
28
年
度
は
た
の
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
合
同
作
品
展

　
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、誰

も
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
と
し
て
、幡
多
管

内
に
は
11
ヶ
所
の
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
方
々
の
作
品
を
一
堂

に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

▼
展
示
期
間

　
12
月
13
日（
火
）〜
12
月
21
日（
水
）

　
10
時
〜
17
時

▼
会
場

　
ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
6
丁
目
9-

21
）

　
※
入
場
無
料

　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▼
展
示
品

　
編
み
物
・
ク
ラ
フ
ト
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
折

　
り
紙
・
俳
句
・
川
柳
・
ち
ぎ
り
絵
な
ど

▼
主
催

　
は
た
の
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
合

　
同
作
品
展
実
行
委
員
会

　
幡
多
福
祉
保
健
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
福
祉
保
健
所
　
地
域
支
援
室

　（
四
万
十
市
中
村
山
手
通
19
）

　
☎（
3
5
）5
9
7
3
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人
権
週
間
事
業

四
万
十
市
小
学
生
・
中
学
生
　

人
権
絵
画
・
標
語
展

　
平
成
28
年
度
の「
人
権
絵
画
・
標
語
展
」を

左
記
の
期
間
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
ご
来
場
い
た
だ
き
、児
童
生
徒
の

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
は
全
応

募
作
品
を
掲
載
し
た「
標
語
集
」を
無
料
配
布

い
た
し
ま
す
。

▼
展
示
場
所

　
市
立
中
央
公
民
館
　
１
階
大
会
議
室

▼
展
示
期
間

　
12
月
20
日（
火
）〜
平
成
29
年
1
月
9
日（
月
）

　（
12
月
29
日
〜
平
成
29
年
1
月
3
日
は
除
く
）

▼
展
示
内
容

　
絵
画
の
部
　
応
募
い
た
だ
い
た
全
作
品
を

　
　
　
　
　
　
展
示

　
標
語
の
部
　
優
秀
作
品
を
掲
示

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）人
権
啓
発
課

　
☎（
3
5
）1
0
3
5

平
成
29
年
　
消
防
出
初
式

▼
日
時
　
平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）９
時
か
ら

▼
場
所

　
高
知
県
立
中
村
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
　

　（
中
村
丸
の
内
）

　
※
荒
天
時
は
四
万
十
市
立
中
村
小
学
校
　

　
　
体
育
館（
９
時
30
分
〜
）

▼
内
容

　
○
市
内
車
両
パ
レ
ー
ド（
中
村
一
条
通
）

　
○
団
員
の
表
彰
・
車
両
点
検（
高
知
県
立
中

　
　
村
高
等
学
校
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
○
全
車
両
に
よ
る
一
斉
放
水（
安
並
水
車

　
　
付
近
）

　（
11
時
15
分
頃
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
消
防
署    

☎（
3
4
）5
8
8
1 

　
西
土
佐
分
署    

☎（
5
2
）1
1
4
3

第
48
回 
読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
県
内
外
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
、第
48
回
読

売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、当
日
は
レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
を
図
る
た
め
、一
部
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
の
で
警
察
官
、交
通
指
導
員
、警
備
員
の
指

示
に
従
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

　
12
月
23
日（
金
・
祝
）※
雨
天
決
行

　
9
時
　
　 

　
開
会
式

　
9
時
55
分
　
ス
タ
ー
ト

▼
各
コ
ー
ス
・
種
目

　（
安
並
運
動
公
園
〜
蕨
岡
方
面
折
り
返
し

　
〜
安
並
運
動
公
園
）

　
3
km
　
小
学
生
・
中
学
生

　
5
km
　
壮
年
・
高
校
女
子
・
一
般
女
子

　
10
km
　
高
校
男
子
・
一
般
男
子

※
申
込
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
8
日（
木
）

　
ま
で
に
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　

　
社
会
体
育
振
興
係（
市
立
中
央
公
民
館
）

　
☎（
3
4
）2
0
6
2

　http://w
w
w
.city.shim

anto.lg
.jp/topj.htm

l

四
万
十
川
国
際
音
楽
祭

芸
術
文
化
セ
ミ
ナ
ー
延
期
の

お
知
ら
せ

　
12
月
17
日（
土
）開
催
予
定
の『
四
万
十
川

国
際
音
楽
祭
芸
術
文
化
セ
ミ
ナ
ー
』そ
の
2

（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
県
立
美
術
館
長

の
対
談
）は
、都
合
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
　
来
年
3
月
頃
開
催
の
予
定
で
す
。
詳
し
い

日
程
は
、広
報
2
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
川
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会（
生

　
涯
学
習
課
内
）

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

２
０
１
７
年
体
育
始
め

新
春
は
し
り
ぞ
め 

　
新
し
い
年
の
初
め
に
、ラ
ン
ニ
ン
グ
で
気
持

ち
よ
く
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
走
る
の

が
大
好
き
な
あ
な
た
は
も
ち
ろ
ん
、ご
家
族
や

ご
親
戚
、お
友
達
や
ご
近
所
の
み
な
さ
ま
も
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
！

▼
日
時
　

　
平
成
29
年
１
月
２
日（
月
）10
時

　※

参
加
受
付
は
９
時
30
分
か
ら
中
村
小
学

　
　
校
校
庭
で
行
い
ま
す
。

　※

小
雨
決
行
。
中
止
の
場
合
は
当
日
８
時

　
　
に
、中
村
小
学
校
校
門
に
掲
示
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
　

　
約
１
２
０
０
ｍ
　※

コ
ー
ス
図
の
と
お
り

▼
参
加
方
法

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

　※

当
日
参
加
で
き
ま
す
。

　※

大
会
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、主
催
者

　
　
が
か
け
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
の
対

　
　
応
と
な
り
ま
す
。

　※

参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　※

お
楽
し
み
抽
選
会
も
実
施
し
ま
す
。

▼
主
催
　

　（
市
）教
育
委
員
会
、（
市
）ス
ポ
ー
ツ
推
進

　
委
員
会
、（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

▼
協
賛
　
四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　

　
社
会
体
育
振
興
係（
市
立
中
央
公
民
館
）

　
☎（
3
4
）2
0
6
2 
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そ
の
他

福
祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決

委
員
会

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、各
種
社
会
福
祉
施
設
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
み
る
と
、疑
問
や
悩
み
等
の
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
困
り
ご
と

は
、ま
ず
利
用
し
て
い
る
事
業
者
と
の
話
し

合
い
で
解
決
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、話
し
合
い
だ
け
で
は
解
決
し
な

か
っ
た
り
、直
接
話
す
こ
と
に
少
し
抵
抗
を

感
じ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

困
り
ご
と
解
決
委
員
会
」に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
厳
守
で「
困
り
ご
と
」の
解
決
に
向

け
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、受
付
は
年
末
年
始
を
除

い
た
平
日
の
9
時
か
ら
16
時
ま
で
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
運
営
適
正
化
委
員
会（
福
祉
サ
ー

　
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委
員
会
）

　
〒
7
8
0-

8
5
6
7

　
高
知
市
朝
倉
戊
3
7
5-

１

　
高
知
県
立
ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ
４
階

　
☎
0
8
8（
8
0
2
）2
6
1
1

　
F
a
x 

0
8
8（
8
4
4
）3
8
5
2

　E
-m
a
il：
k
a
ik
e
tsu
@
p
ip
p
ik
o
c
h
i.o
r.jp

　（
F
A
X
と
メ
ー
ル
は
24
時
間
受
付
）

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804

12月20日（火）
13時～16時

12月22日（木）

社会福祉センター

JA高知はた本所 
3階

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

行政相談所

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日
開催）

日本政策金融公庫
高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）
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十
一
月
に
入
っ
て
か
ら
、一
気
に
寒
く

な
り
ま
し
た
が
、市
民
の
皆
さ
ま
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
出
身
地（
中
国
江
蘇
省
・
南
通
市
）

は
、四
万
十
市
と
緯
度
が
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
の
で
、気
候
も
似
て
い
ま
す
。学
生
時

代
と
変
わ
ら
ず
、い
つ
も
祖
父
祖
母
と
の

電
話
で
は
、「
寒
く
な
っ
た
か
ら
、ち
ゃ
ん

と
厚
い
服
を
着
て
ね
！
風
邪
を
ひ
か
な

い
で
ね
！
」と
言
わ
れ
ま
す
。ま
た
、電
話

で
は
、昨
年
よ
り
や
や
早
い
で
す
が
、旧
正

月
の
話
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
旧
正
月
は
、1
月
28
日
で
す
。

　
旧
正
月
よ
り
、先
に
や
っ
て
く
る
の
は
、

旧
正
月
の
風
物
詩
と
も
言
え
る「
春
運
」で

す
。「
春
運
」は「
春
節
運
輸
」の
省
略
し
た

中
国
旧
正
月
の「
恐
帰
族
」

国際交流員コラム

き
ょ
う
き
ぞ
くし

ゅ
ん
う
ん

言
い
方
で
、旧
正
月
前
後（
一
般
的
に
旧
正

月
の
前
の
15
日
か
ら
後
25
日
頃
ま
で
の

約
40
日
）の
人
々
の
移
動
の
こ
と
で
す
。

2
0
1
6
年「
春
運
」期
間
中（
2
0
1
6

年
1
月
24
日
〜
3
月
3
日
）、中
国
全
国
旅

客
輸
送
量
は
29
・
1
億
人
に
達
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。旧
正
月
に
帰
省
し
て
家

族
団
ら
ん
を
す
る
の
は
、ず
っ
と
昔
か
ら

中
国
人
に
と
っ
て
最
高
に
幸
せ
だ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、近
年
大
都
会
の
大
学
や
企
業

に
入
っ
て
い
る
若
者
の
間
に
異
変
が
起

き
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
理
由
・
事
情
か

ら
、
家
族
の
待
つ
故
郷
に
帰
る
の
を
怖

が
っ
て
い
る
人
が
大
量
に
出
現
し
た
の

で
す
。そ
の
人
た
ち
に
、ネ
ッ
ト
上「
恐
帰

族
」（
帰
省
恐
怖
族
）と
い
う
名
前
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、そ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
・
事

情
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、結
婚
・
出
産
の
催
促
を
さ
れ
る

か
ら
で
す
。私
の
周
り
に
そ
う
い
う
悩
み

を
持
つ
友
達
も
何
人
か
い
ま
す
。一
年
ぶ

り
に
実
家
に
帰
っ
た
ら
、「
ま
だ
彼
氏
／
彼

女
で
き
て
い
な
い
の
？
」「
隣
の
〇
〇
ち
ゃ

ん
、あ
ん
た
よ
り
一
歳
下
な
の
に
、昨
年
も

う
結
婚
し
た
の
よ
」「
結
婚
し
て
も
う
三
年

も
経
っ
た
で
し
ょ
。私
た
ち
も
早
く
孫
が

欲
し
い
な
」な
ど
の
話
を
、家
族
や
親
戚
か

ら
頻
繁
に
言
わ
れ
ま
す
。そ
の
重
圧
を
避

け
る
た
め
に
、旧
正
月
で
も
実
家
に
帰
ら

な
い
こ
と
に
し
た
若
者
は
少
な
く
な
い

で
す
。

　
次
は
、金
銭
的
な
負
担
が
大
き
い
か
ら

で
す
。農
村
部
出
身
で
大
都
会
で
働
く
若

者
に
と
っ
て
、往
復
の
切
符
や
家
族
と
親

戚
へ
の
お
土
産
や
付
き
合
い
の
食
事
代

な
ど
は
、決
し
て
小
さ
な
金
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。私
自
身
も
、帰
国
日
が
近
づ
い
て

く
る
と
、親
戚
一
人
ひ
と
り
に
何
の
お
土

産
を
す
れ
ば
い
い
か
と
悩
み
ま
す
。金
銭

的
な
負
担
が
大
き
い
と
同
時
に
、実
際
の

荷
物
も
重
く
て
、実
家
に
帰
っ
て
次
の
日

は
、い
つ
も
筋
肉
痛
に
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
、長
距
離
往
復
が

相
当
煩
わ
し
い
か
ら
で
す
。「
春
運
」期
間

中
、高
速
道
路
が
渋
滞
し
て
い
て
、普
段
よ

り
時
間
が
何
倍
も
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、バ
ス
や
汽
車
な
ど
の
切
符
を

早
く
予
約
し
な
い
と
、売
り
切
れ
に
な
っ

て
予
定
通
り
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
荷
物
を
背

負
っ
て
、何
回
も
乗
り
換
え
を
し
て
、や
っ

と
家
に
着
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
理
由
か

ら
、旧
正
月
で
は
な
く
、別
の
時
に
休
み
を

取
っ
て
故
郷
に
帰
る
若
者
も
増
え
て
き

た
ら
し
い
で
す
。

　
年
に
一
回
し
か
帰
国
し
な
い
私
に

と
っ
て
、い
く
ら「
恐
帰
」の
理
由
が
あ
っ

て
も
、家
族
と
一
緒
に
旧
正
月
を
過
ご
す

の
は
、何
よ
り
の
幸
せ
で
す
。

四万十市国際交流員

田  小嬌（中国）
2015.4.9～

デン ショウキョウ

着物を着てみました！
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一般業務
　年末：12月28日（水）17時15分まで
　年始：1月4日（水）8時30分から
　（戸籍関係届出書などの夜間・休日窓口での受
　  付は行っています）　
図書館　☎（35）2923
　年末：12月28日（水）19時まで(分館は18時まで）
　年始：1月4日（水）9時から
郷土資料館　☎（35）4096
　年末：12月30日（金）17時まで
　　　 ※入館は16時30分まで
　年始：1月2日（月）8時30分から
　　　 1月3日（火）17時まで
　　　 ※入館は16時30分まで
　　　 【1月4日（水）から改修工事のため休館になります。】
市民病院　☎（34）2126(代)
　年末：12月28日（水）まで
　年始：1月4日（水）から
診療所受付時間
●西土佐診療所　☎（52）1011
　年末：12月28日（水）まで
　年始：1月4日（水）から
●大宮出張診療所
　年末：12月26日（月）まで
　年始：1月16日（月）から
●口屋内出張診療所
　年末：12月27日（火）まで
　年始：1月10日（火）から
●奥屋内へき地出張診療所
　年末：12月22日（木）まで
　年始：1月12日（木）から

一般業務
　年末：12月28日（水）17時15分まで
　年始：1月4日（水）8時30分から
　（戸籍関係届出書などの夜間・休日窓口での受
　  付は行っています）　
図書館　☎（35）2923
　年末：12月28日（水）19時まで(分館は18時まで）
　年始：1月4日（水）9時から
郷土資料館　☎（35）4096
　年末：12月30日（金）17時まで
　　　 ※入館は16時30分まで
　年始：1月2日（月）8時30分から
　　　 1月3日（火）17時まで
　　　 ※入館は16時30分まで
　　　 【1月4日（水）から改修工事のため休館になります。】
市民病院　☎（34）2126(代)
　年末：12月28日（水）まで
　年始：1月4日（水）から
診療所受付時間
●西土佐診療所　☎（52）1011
　年末：12月28日（水）まで
　年始：1月4日（水）から
●大宮出張診療所
　年末：12月26日（月）まで
　年始：1月16日（月）から
●口屋内出張診療所
　年末：12月27日（火）まで
　年始：1月10日（火）から
●奥屋内へき地出張診療所
　年末：12月22日（木）まで
　年始：1月12日（木）から

体育施設
●安並運動公園内各施設　☎（34）2071
●具同体育センター　　　☎（37）4558
　年末：12月28日（水）まで
　年始：1月4日（水）から
家庭ごみ収集（普通ごみ）
●中村、具同地区
　年末：12月29日（木）まで
　年始：１月５日（木）から
●東山、下田、東中筋、中筋、蕨岡、八束、後川、
　大川筋、富山地区
　年末：12月30日（金）まで
　年始：1月6日（金）から
●西土佐地域
　年末：12月30日（金）まで
　年始：1月6日（金）から
幡多クリーンセンター　☎（31）2600（溶融炉：上ノ土居）
　年末：12月30日（金）16時まで
　年始：1月4日（水）9時から
し尿処理　　　　　
●衛生センター中村　☎（36）2464
　年末：12月28日（水）まで
　年始：1月4日（水）から
●クリーンセンター西土佐　☎（31）9700
　年末：12月28日（水）まで
　年始：1月4日（水）から
火葬場
幡多中央斎場　☎（43）0077
　年末：12月31日（土）17時15分まで
　年始：1月2日（月）8時30分から
詳細については、それぞれ各施設、担当課までお問い
合わせください。

年末年始の市役所関係業務年末年始の市役所関係業務

（本庁）☎（34）1111(代)　（総合支所）☎（52）1111(代)

【問い合わせ・申込先】
主催：青少年健全育成四万十市民会議　（事務局　四万十市教育委員会　生涯学習課）　☎（34）7311

昔から親しまれ伝えられてきた「和だこ」を作り、四万十川の風に乗せて楽しみましょう。みんな集まれ!!

※主催者側で傷害保険に加入しますが、保険以外の補償はありません。

▶共催　四万十川自然再生協議会、高知県青少年対策推進幡多支部、四万十市教育委員会　

日　　時　12月23日（金）9時～12時　　　場　　所　市立中央公民館　2階　大ホール

参  加  者　市内在住の小・中学生（子どもさん一人でも、親子でも、おじいちゃん、おばあちゃんとでも参加できます。）

募集人員　50名（先着順。定員になり次第締切）　　　参  加  料　無料

受付期間　12月7日（水）～15日（木）直接または電話で申し込みしてください。

日　　時　平成29年1月15日（日）13時～15時（雨天の場合は1月22日（日）に延期）

　　　　　当日天候が不順の場合は、10時以降にお問い合わせください。

場　　所　入田河川敷（四万十市キャンプ場）

参  加  者　市内在住の小・中学生。参加は自由ですのでお気軽に会場においでください。（親子での参加大歓迎！）

　　　　　ただし、審査対象は｢自作だこ｣や｢和だこ｣を持っている方となります。審査の結果、心ばかりの景品を用意

　　　　　しています。

参  加  料　無料

12月実施の統計調査
調　査　名 該当地区
家計調査

労働力調査

中村大橋通6丁目、中村羽生小路、中村弥生町、中村一条通、渡川

下田水戸

個人企業経済調査 中村一条通、駅前町、中村大橋通、右山五月町、右山元町

【問い合わせ先】

（県）総務部 統計課

☎088(823)9344
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人
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人
が
人
ら
し
く140140

　
テ
レ
ビ
を
楽
し
む
時
間
の
ウ
エ
イ

ト
が
、
私
の
暮
ら
し
に
増
え
て
き
ま

し
た
。
（
読
書
の
方
が
好
き
な
の
で

す
が
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
苦
労
せ
ず

退
屈
を
紛
ら
わ
せ
て
く
れ
る
テ
レ
ビ

は
高
齢
者
向
き
で
便
利
で
す
。
過
去

に
は
縁
の
な
か
っ
た
番
組
ま
で
も
視

た
り
し
ま
す
）
。

　
リ
オ
で
の
五
輪
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
詳
細
に
み
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
番
組
フ
ァ
ン

で
は
な
い
の
で
す
が
、
改
め
て
競
技

の
凄
さ
に
感
動
も
し
ま
し
た
。
ル
ー

ル
さ
え
理
解
し
な
い
種
目
に
ま
で
付

き
合
っ
た
り
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
金
メ
ダ
ル
の
体
操
、
内
村
選
手
を

始
め
、
外
国
選
手
の
競
技
に
も
拍
手

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
ヒ
ト
の
構
造

に
違
い
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
鍛
え

れ
ば
こ
ん
な
に
も
困
難
な
こ
と
に
挑

戦
で
き
る
も
の
な
の
か
と
、
子
ど
も

時
代
か
ら
自
分
を
甘
や
か
す
こ
と
し

か
し
て
こ
な
か
っ
た
自
分
に
反
省
し

き
り
で
し
た
。
（
今
頃
気
付
い
て
も

仕
方
な
い
で
し
ょ
う
が
…
…
）
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
す
る
と
、

今
度
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

　
躰
に
障
害
が
あ
り
多
く
の
ハ
ン
デ

ィ
ー
を
も
ち
な
が
ら
も
、
不
自
由
を

も
の
と
も
せ
ず
立
ち
向
か
う
姿
に
は

何
度
も
胸
が
詰
ま
り
、
涙
さ
え
流
し

た
り
し
ま
し
た
。
視
力
ゼ
ロ
で
も
視

る
力
を
も
ち
、
手
や
足
が
な
く
て
も

通
常
の
人
の
何
倍
も
、
走
り
、
跳
び
、

投
げ
る
力
を
も
つ
こ
の
人
達
を
障
害

者
と
呼
ん
で
よ
い
の
か
ど
う
か
疑
問

に
さ
え
な
り
ま
し
た
。
ふ
と
気
付
く

と
、
障
害
者
は
む
し
ろ
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
側
の
大
勢
で
は
な
い
の
か
と

さ
え
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
以
前
に
は
、
肉
体
の
少
し
ば
か
り

の
「
不
便
さ
」
を
あ
れ
こ
れ
論
い
、

全
員
で
差
別
を
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
人
達
へ
の
差
別
用
語

は
今
も
世
間
一
般
に
通
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
用
語
を
永
久
追
放
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
同
時
に
敬
意

を
こ
め
た
表
現
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
幸
い
に
も
私
は
日
本
語
を
、

高
め
る
た
め
の
仕
事
（
趣
味
）
に
、

今
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
自

分
に
向
か
っ
て
「
お
前
は
こ
れ
で
い

い
の
か
」
と
言
わ
れ
れ
ば
返
す
言
葉

も
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
よ
い
日
本
語

を
開
拓
し
な
け
れ
ば
と
、
強
く
反
省

し
て
い
ま
す
。
「
障
害
者
」
と
い
う

語
は
差
別
用
語
で
は
な
い
に
し
て

も
、
上
か
ら
目
線
で
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
も
感
じ
ま
す
。
こ
の
用
語
を
、

人
格
と
個
性
が
加
味
さ
れ
た
も
の
に

で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
、
全
国
の

詩
人
達
に
お
願
い
し
て
、
よ
り
よ
い

代
替
語
を
探
し
て
も
ら
お
う
と
考
え

ま
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
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山
本
衞

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

　
上
水
道
区
域（
中
村
、東
山
地

区
）に
お
い
て
、安
全
で
安
定
し
た

水
道
水
の
供
給
を
行
う
た
め
水

道
管
の
漏
水
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
業
務
に
お
き
ま
し
て
は
、委
託

証
明
書
を
携
帯
し
た
調
査
員
が

路
上
で
調
査
し
ま
す
が
、場
合
に

よ
っ
て
は
宅
内
量
水
器
ま
で
確

認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

実
施
予
定
期
間

　
12
月
1
日
〜

　
平
成
29
年
3
月
20
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）上
下
水
道
課
　
水
道
係

　
☎（
3
4
）1
1
4
9

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

あ
げ
つ
ら
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㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
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日

12月3日
4日
10日
11日
17日
18日
23日
24日
25日
29日
30日
31日
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３５）５９９６
３３）０６６０
３５）３４５８
３７）３３８３
３６）２５５４
３７）５１５１
３５）４８７９
３３）０６５３
３４）６０３１
３５）２３１６
３４）４８５５
３２）１０９５

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111
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市民病院
小原外科胃腸科
市民病院
さたけ小児科
木俵病院
山下整形外科
市民病院
竹本病院
大野内科
森下病院
吉井病院
市民病院
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日
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12月

1月

4
11
18
23
25
31
1
2
3
8
9
15

☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 4 ）1 2 1 1
☎（ 3 4 ）0 5 1 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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「広報しまんと」1月号は12月21日（水）発送予定です「広報しまんと」1月号は12月21日（水）発送予定です「広報しまんと」1月号は12月21日（水）発送予定です

　
10
月
16
日
に
四
万
十

川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

60
km
の
部
に
初
め
て
出

場
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
完
走

経
験
は
あ
り
、全
て
走
り

き
る
自
信
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、30
km
付
近
で
膝

が
痛
く
な
り
半
分
以
上

を
歩
い
て
し
ま
う
始
末
。

何
度
も
途
中
で
や
め
よ

う
か
と
考
え
ま
し
た
が
、

沿
道
の
皆
さ
ん
か
ら
の

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い

声
援
や
サ
ポ
ー
ト
に
励

ま
さ
れ
、何
と
か
完
走
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

本
当
に
良
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

厚    

幡多地区年末年始
休日救急歯科診療当番医療機関

12月30日(金）西村歯科診療所
宿毛市貝塚1番3号
☎0880（63）4748

二神歯科医院
宿毛市平田町戸内4300番地1
☎0880（66）1517

1月 1日(日）

平井歯科医院
宿毛市高砂22番11号
☎0880（65）7107

12月31日(土）

松岡歯科医院
四万十市中村東町3丁目2番22号
☎（35）4888

1月 2日(月）

宮定歯科医院
四万十市右山五月町3番20号
☎（34）4664

1月 3日(火）

有料広告掲載スペース
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